『古本説話集　全注釈』大齋院事 (第一)　其の三 (九丁ウ1～十一丁オ7) by 椎葉 富美 et al.
【
注
釈
】
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
の
こ
と
）
『
古
本
説
話
集
全
注
釈
』
大
齋
院
事
（
第
一
）
其
の
三
（
九
丁
ウ
1
〜
十
一
丁
オ
7
）
椎
葉
富
美
安
倍
素
子
川
浪
玲
子
中
村
文
子
福
田
益
和
山
口
康
子
K
ohonsetsuw
ashu
Zenchushaku
O
osaiinnokoto
:Ⅲ
Fum
iSH
IIB
A
M
otokoA
B
E
R
eikoK
A
W
A
N
A
M
I
Fum
ikoN
A
K
A
M
U
R
A
Y
oshikazu
FU
K
U
D
A
Y
asukoY
A
M
A
G
U
CH
I
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の三（九丁ウ1～十一丁オ7）
―334―
（
一
）
要
約
『
古
本
説
話
集
』
は
、
編
者
未
詳
。
成
立
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
言
わ
れ
て
い
る
古
写
本
で
あ
る
。
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
旧
梅
澤
記
念
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
（
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
は
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
、
本
来
の
書
名
も
不
明
で
あ
り
、
一
般
に
『
古
本
説
話
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
流
麗
な
平
仮
名
文
で
、
大
斎
院
選
子
内
親
王
の
話
に
始
ま
り
、
関
寺
の
牛
仏
の
話
で
終
わ
る
。
王
朝
文
学
の
著
名
人
を
中
心
に
樵
夫
や
貧
女
の
話
に
至
る
ま
で
有
名
無
名
人
の
逸
話
や
観
音
霊
験
譚
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
以
下
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
説
話
も
多
い
が
、
書
承
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
始
め
た
『
古
本
説
話
集
』
の
注
釈
「
大
齋
院
事
（
第
一
）」
の
「
其
の
三
」
と
し
て
、
先
稿
に
引
き
続
き
、
九
丁
ウ
1
か
ら
十
一
丁
オ
7
ま
で
の
注
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
「
本
文
」
は
、
原
文
に
復
元
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
一
方
、
読
み
や
す
さ
も
考
慮
し
、
比
較
の
便
の
た
め
、「
対
照
説
話
」
を
本
文
の
下
段
に
記
し
た
。「
口
語
訳
」
は
、
平
易
か
つ
明
確
な
現
代
文
を
用
い
、
原
文
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
こ
と
も
意
識
し
た
。「
語
釈
・
語
法
」
は
「
注
釈
」
の
根
拠
を
示
し
、
特
に
語
学
的
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
さ
ら
に
「
補
説
」
と
し
て
、「
注
釈
」
に
お
け
る
重
点
箇
所
を
特
記
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
古
本
説
話
集
・
大
斎
院
・
極
楽
解
題
『
古
本
説
話
集
』（
以
下
、「
本
集
」
と
略
称
）
は
、
昭
和
二
十
四
年
「
新
指
定
国
宝
展
」
で
世
に
知
ら
れ
た
。
翌
年
、
梅
澤
彦
太
郎
氏
の
所
有
に
帰
し
、
以
来
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。
本
書
の
書
誌
等
に
つ
い
て
は
、『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）
の
田
山
方
南
氏
の
解
説
、
お
よ
び
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
（
古
典
資
料
類
従
六
・
勉
誠
社
・
一
九
七
八
年
）
の
川
口
久
雄
氏
の
解
説
に
詳
し
い
。
墨
付
全
部
一
三
六
丁
。
奥
書
識
語
は
な
く
、
冒
頭
二
丁
オ
〜
四
丁
オ
、
お
よ
び
六
〇
丁
ウ
〜
六
一
丁
ウ
に
、
目
録
（
漢
字
表
記
の
説
話
表
題
を
本
文
の
説
話
配
列
に
従
っ
て
列
記
し
た
も
の
）
が
あ
る
。
全
七
十
話
が
、
前
半
四
十
六
話
、
後
半
二
十
四
話
に
二
分
さ
れ
、
一
般
に
前
半
を
上
巻
、
後
半
を
下
巻
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
説
話
は
、『
今
昔
物
語
集
』
や『
宇
治
拾
遺
物
語
』と
共
通
の
も
の
が
多
い
上
、『
世
継
物
語
』『
打
聞
集
』
な
ど
の
小
説
話
集
と
の
重
な
り
も
多
く
、
類
縁
性
や
前
後
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
諸
説
話
集
の
伝
本
の
一
つ
、
あ
る
い
は
異
本
・
抄
本
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
ど
の
説
話
集
と
も
相
互
の
承
接
関
係
は
証
明
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
成
立
年
代
、
著
者
（
編
者
も
し
く
は
筆
録
者
）、
成
立
事
情
等
は
不
明
で
あ
る
が
、『
古
本
説
話
集
総
索
引
』（
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
）
の
刊
行
以
来
、
日
本
語
史
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
筆
写
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
古
写
本
で
あ
る
。
（
二
）
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凡
例
一
表
題
本
集
に
は
、
説
話
表
題
（
説
話
本
文
の
前
に
記
載
さ
れ
た
表
題
）
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
目
録
表
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
説
話
本
文
の
前
に
掲
げ
、
訓
読
を
振
り
仮
名
の
形
で
示
す
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
各
説
話
の
口
語
訳
の
次
に
、
項
目
を
立
て
て
述
べ
る
。
ま
た
、
川
口
久
雄
校
訂
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年
）
以
下
の
研
究
書
に
な
ら
い
、
説
話
の
話
番
号
を
（
）
を
つ
け
て
付
し
、（
第
一
）（
第
二
）
の
形
で
示
す
。
二
本
文
1
底
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
）『
古
本
説
話
集
』
を
用
い
た
。『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
田
山
方
南
解
説
・
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
・
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）、『
勉
誠
社
文
庫
124
古
本
説
話
集
』（
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
八
五
年
）、「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
」（http://w
w
w
.
em
useum
.jp/top?d_lang=ja
）
を
参
照
す
る
。
2
底
本
の
一
丁
を
二
頁
と
し
て
、
表
を
オ
・
裏
を
ウ
と
表
記
し
、
行
数
を
本
文
の
上
に
算
用
数
字
で
記
す
。
な
お
、
勉
誠
社
文
庫
の
頁
数
を
（
）
で
示
す
。
3
原
文
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
漢
字
で
表
記
し
、
原
文
に
近
い
字
体
を
選
ぶ
。
4
訓
み
を
つ
け
る
と
き
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
（
）
で
囲
む
。
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
）
（
た
ま
ひ
）
例
大
齋
院
・
給
て
5
反
転
記
号
・
繰
り
返
し
記
号
・
見
せ
消
ち
等
は
原
文
ど
お
り
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
つ
け
る
か
、「
語
釈
・
語
法
」
の
項
で
説
明
す
る
。
6
本
文
の
仮
名
表
記
を
、
漢
字
表
記
に
す
る
と
き
は
、
振
り
仮
名
と
し
て
原
文
の
仮
名
お
ほ
と
の
さ
い
を
つ
け
た
。
表
記
す
る
漢
字
は
、
現
行
の
漢
字
と
す
る
。
例
大
殿
・
斎
院
【
ほ
】
7
仮
名
違
い
は
、
右
側
に
正
用
を
【
】
で
示
す
。
例
な
を
8
必
要
に
応
じ
て
句
読
点
・
濁
点
・
引
用
符
を
つ
け
、
会
話
文
に
は
「
」
を
つ
け
る
。
9
一
語
が
二
行
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
の
行
に
ま
と
め
る
。
も
の
が
た
り
例
九
丁
オ
7
〜
8
物
語
三
対
照
説
話
対
照
す
べ
き
説
話
を
、
本
集
本
文
の
行
切
り
に
合
わ
せ
て
記
載
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
な
ど
、
一
般
的
な
も
の
を
選
ぶ
。
四
口
語
訳
逐
語
訳
を
心
が
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
主
語
等
を
（
）
で
補
う
。
五
語
釈
・
語
法
丁
の
表
（
オ
）・
裏
（
ウ
）
ご
と
に
、
該
当
箇
所
の
行
数
を
算
用
数
字
で
示
し
、
特
に
語
学
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
心
が
け
る
。
六
補
説
特
に
詳
述
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
す
。
七
類
話
紙
幅
の
都
合
上
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
八
参
照
テ
キ
ス
ト
略
号
と
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
岩
波
文
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
川
口
久
雄
校
訂
・
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年
全
書
『
古
本
説
話
集
』
日
本
古
典
全
書
・
川
口
久
雄
校
註
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
七
年
総
索
引
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
全
註
解
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
高
橋
貢
・
有
精
堂
・
一
九
八
五
年
新
大
系
『
古
本
説
話
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
42
・『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
併
録
・
中
村
義
雄
、
小
内
一
明
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年
全
訳
注
『
古
本
説
話
集
上
下
』
髙
橋
貢
全
訳
注
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
九
参
考
文
献
参
考
に
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
該
当
部
分
に
書
き
入
れ
る
。
記
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
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（
三
）
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
の
こ
と
）
大
齋
院
事
（
第
一
）
其
の
三
（
九
丁
ウ
1
〜
十
一
丁
オ
7
）
【
九
丁
ウ
】（
二
二
頁
）
お
し
1
殿
上
人
、
女
房
起
き
た
ら
む
と
も
知
ら
ぬ
に
、
ゐ
お
も
よ
る
2
か
く
居
た
れ
ば
、
思
ひ
か
け
ず
お
ぼ
ゆ
。
女
房
は
夜
も
の
が
た
り
あ
（
か
）
ゐ
あ
3
よ
り
物
語
し
て
、
月
の
明
か
ゝ
り
け
れ
ば
、「
居
明
か
お
も
ゐ
お
も
4
さ
む
」
と
思
ひ
て
居
た
る
に
、
か
く
思
ひ
か
け
ぬ
【
ゐ
】
5
人
の
ま
い
り
た
れ
ば
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
思
ひ
た
る
。
け
し
き
お
く
（
か
た
）
ご
い
し
け
ご
い
し
い
（
る
）
6
気
色
ば
か
り
奥
の
方
に
、
碁
石
笥
に
碁
石
を
入
る
ゝ
お
と
（
お
ま
へ
）
む
か
し
い
（
て
）
7
音
す
。
御
前
に
も
、
昔
お
ぼ
し
め
し
出
で
ゝ
、
あ
は
れ
に
お
む
か
し
つ
ね
【
ゐ
】
8
ぼ
し
け
む
か
し
。
昔
の
殿
上
人
は
、
常
に
ま
い
り
（
つ
）
あ
そ
こ
と
び
は
つ
ね
ひ
9
つ
ゝ
を
か
し
き
遊
び
な
ど
箏
・
琵
琶
も
常
に
弾
き
け
る
10
を
、
い
ま
は
さ
や
う
の
事
す
る
人
も
な
け
れ
ば
、
ま
【
十
丁
オ
】（
二
三
頁
）
【
ゐ
】
（
た
ま
）
【
ゐ
】
1
い
る
人
も
な
し
。
た
ま
〳
〵
ま
い
れ
ど
、
さ
や
う
の
事
ひ
と
2
す
る
人
も
な
き
を
、
く
ち
を
し
く
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
こ
よ
ひ
あ
3
る
に
、
今
宵
の
月
の
明
か
け
れ
ば
、
む
か
し
お
ぼ
し
い
（
た
ま
ひ
）
4
出
で
ら
れ
て
、
も
の
あ
は
れ
に
よ
ろ
づ
な
が
め
さ
せ
給
て
、
も
の
が
た
り
（
お
ほ
）
5
御
物
語
な
ど
し
て
御
と
の
ご
も
ら
ざ
り
け
る
に
、
ふ
も
の
が
た
り
（
び
と
）
6
夜
い
た
う
更
け
に
た
れ
ば
、
物
語
し
つ
る
人
〳
〵
も
、
（
お
ま
へ
）
（
た
）
ね
め
さ
7
御
前
に
や
が
て
う
た
ゝ
ね
に
寝
に
け
り
。
わ
が
御
目
は
覚
め
（
た
ま
ひ
）
こ
と
て
し
ら
8
さ
せ
給
た
り
け
れ
ば
、
御
箏
を
手
す
さ
み
に
調
め
さ
せ
（
た
ま
ひ
）
（
び
と
）
【
ゐ
】
む
か
し
9
給
た
り
け
る
ほ
ど
に
、
か
く
人
〳
〵
ま
い
り
た
れ
ば
、
昔
10
お
ぼ
え
て
な
む
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
。「
こ
の
【
十
丁
ウ
】（
二
四
頁
）
（
び
と
）
1
人
〳
〵
は
、
か
や
う
の
わ
ざ
す
こ
し
す
」
と
き
こ
し
め
し
た
る
こ
と
び
は
い
だ
2
に
や
あ
ら
ん
、
御
箏
・
琵
琶
な
ど
出
さ
せ
給
へ
れ
ば
、
わ
ざ
と
に
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
村
上
天
皇
御
子
大
斉
院
出
家
語
第
十
七
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
36
・
一
九
九
四
年
・
岩
波
書
店
・
底
本
…
東
大
本
甲
）
殿
上
人
モ
、
此
ノ
女
房
有
ラ
ム
ト
モ
不
知
ヌ
ニ
女
房
居
タ
レ
バ
、
思
ヒ
モ
不
懸
ズ
思
ユ
。
女
房
二
人
許
ヨ
リ
物
語
シ
テ
、
月
ノ
明
カ
リ
ケ
レ
バ
、「
居
明
サ
ム
」
ト
思
テ
居
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
此
ノ
思
ヒ
モ
不
懸
ズ
人
ノ
参
タ
レ
バ
、
極
ジ
ク
哀
レ
ニ
思
ヒ
タ
ル
気
色
有
リ
。
院
モ
聞
シ
食
シ
テ
、
昔
シ
思
シ
食
シ
出
テ
、
哀
レ
ニ
思
シ
食
シ
ケ
ム
カ
シ
。
昔
ノ
殿
上
人
ハ
常
ニ
参
テ
可
笑
キ
御
遊
ナ
ド
モ
常
ニ
有
ケ
レ
バ
、
御
箏
・
御
琵
琶
ナ
ド
常
ニ
弾
ナ
ド
シ
ツ
ヽ
遊
ケ
ル
ニ
、
今
ハ
絶
テ
然
ル
事
モ
無
ケ
レ
バ
、
参
ル
人
モ
無
シ
。
適
ニ
参
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
如
然
ノ
遊
ビ
ス
ル
人
モ
無
キ
ヲ
口
惜
シ
ク
思
食
ケ
ル
ニ
、
今
夜
ハ
月
ノ
明
ケ
レ
バ
、
昔
ヲ
思
シ
食
シ
出
テ
、
哀
ニ
思
シ
食
シ
テ
、
御
物
語
ナ
ド
セ
サ
セ
給
テ
御
不
寝
ザ
リ
ケ
ル
ニ
、
夜
ノ
痛
ク
深
更
ヌ
レ
バ
、
物
語
申
ス
人
共
モ
御
前
ニ
ウ
タ
ヽ
寝
ニ
ケ
リ
。
院
ハ
御
目
ノ
醒
サ
セ
給
ヘ
リ
ケ
レ
バ
、
御
筝
ヲ
手
扣
ニ
遊
バ
シ
ケ
ル
程
ニ
、
此
ク
人
ノ
参
タ
リ
ケ
レ
バ
、
昔
メ
キ
テ
哀
レ
ニ
ナ
ム
思
シ
食
シ
ケ
ル
。「
此
ノ
参
タ
ル
人
ハ
此
様
ノ
事
少
シ
許
為
ナ
リ
」
ト
聞
シ
食
ケ
ル
ニ
ヤ
、
御
簾
ノ
内
ヨ
リ
御
箏
・
琵
琶
ナ
ド
出
サ
セ
給
ヘ
リ
ケ
レ
バ
、
態
ト
ハ
（
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し
ら
あ
（
つ
）
（
ひ
と
つ
）
ふ
た
3
は
な
く
て
、
調
め
合
は
せ
つ
ゝ
、
も
の
一
二
つ
ば
か
り
（
つ
）
ひ
よ
あ
う
ち
（
か
へ
り
）
4
づ
ゝ
弾
き
て
、
夜
、
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
ま
【
ゐ
】
5
い
り
ぬ
。
殿
上
に
て
、
あ
は
れ
に
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
か
り
か
た
【
ゐ
】
6
つ
る
よ
し
を
語
れ
ば
、
ま
い
ら
ぬ
人
は
い
み
じ
く
と
し
ふ
ゆ
【
お
】
7
く
ち
を
し
が
り
け
り
。
さ
て
、
そ
の
年
の
冬
、
を
り
さ
せ
（
た
ま
ひ
）
む
ろ
ま
ち
8
給
て
、
室
町
な
る
所
に
お
は
し
ま
し
て
、
三
井
寺
あ
ま
（
た
ま
ひ
）
の
ち
9
に
て
尼
に
な
ら
せ
給
に
け
る
後
は
、
ひ
と
へ
に
【
お
】
（
た
ま
ひ
）
（
つ
）
お【
を
】
10
御
を
こ
な
ひ
を
せ
さ
せ
給
つ
ゝ
、
終
は
り
い
み
じ
く
め
で
【
十
一
丁
オ
】（
二
五
頁
）
た
う【
ふ
】と
う
（
た
ま
ひ
）
1
た
く
尊
く
て
な
む
、
失
せ
さ
せ
給
に
け
る
。「『
こ
の
世
（
く
）
い
ふ【
う
】
す
2
は
、
め
で
た
く
心
に
く
ゝ
、
優
に
て
過
ぎ
さ
せ
給
へ
る
に
、
の
ち
よ
（
が
）
【
ゐ
】
3
後
の
世
い
か
ゝ
』
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
し
に
、
ひ
た
ぶ
る
に
を【
お
】こ
な
た
ま
さ
ま
4
御
行
ひ
た
ゆ
み
な
く
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
御
有
様
う
た
が
う
5
あ
ら
は
に
、
極
楽
疑
ひ
な
く
、
め
で
た
く
て
失
せ
さ
せ
た
ま
（
い
ち
ぢ
や
う
）
ま
い【
ゐ
】
（
た
ま
ひ
）
6
給
ひ
し
か
ば
、『
一
定
極
楽
へ
参
ら
せ
給
ぬ
ら
ん
』
（
た
ま
ひ
）
か
た
（
た
ま
ひ
）
7
と
な
む
、
入
道
の
中
将
よ
ろ
こ
び
給
し
」
と
、
語
り
給
し
。
口
語
訳
殿
上
人
は
、
女
房
が
起
き
て
い
る
だ
ろ
う
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
座
っ
て
い
た
の
で
、
思
い
の
ほ
か
に
感
じ
る
。
女
房
は
夜
か
ら
（
一
晩
中
）
話
を
し
て
い
て
、
月
が
明
る
か
っ
た
の
で
、「
寝
な
い
で
夜
を
明
か
そ
う
」
と
思
っ
て
座
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
思
い
が
け
な
い
人
が
参
上
し
た
の
で
、
た
い
そ
う
趣
深
く
思
っ
た
。
ほ
ん
の
す
こ
し
ご
け
だ
け
奥
の
方
で
、碁
笥
に
碁
石
を
入
れ
る
音
が
す
る
。大
斎
院
も
昔
を
思
い
出
し
な
さ
っ
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
思
い
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
よ
。
昔
の
殿
上
人
は
、（
斎
院
の
御
所
に
）
こ
と
常
に
参
上
し
て
は
趣
の
あ
る
音
楽
な
ど
箏
や
琵
琶
も
常
に
か
き
な
ら
し
た
が
、
今
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
人
も
い
な
い
の
で
、（
斎
院
の
御
所
に
）
参
上
す
る
人
も
い
な
い
。
時
お
り
参
上
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
人
も
い
な
い
の
を
、（
大
斎
院
は
）
残
念
に
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
夜
の
月
が
明
る
い
の
で
、
昔
の
こ
と
を
自
然
と
お
思
い
出
し
に
な
っ
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
気
持
ち
で
い
ろ
い
ろ
物
思
い
を
な
さ
っ
て
、
女
房
達
と
お
話
な
ど
し
て
お
や
す
み
に
な
ら
ず
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
夜
が
た
い
そ
う
更
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
女
房
た
ち
も
大
斎
院
の
御
前
で
、
そ
の
ま
ま
う
た
た
寝
し
て
し
こ
と
ま
っ
た
。
院
御
自
身
は
御
目
が
さ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
御
箏
を
手
す
さ
び
に
弾
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
、
こ
の
よ
う
に
人
（々
殿
上
人
た
ち
）
が
参
上
し
た
の
で
、
昔
が
思
い
出
さ
れ
て
し
み
じ
み
と
し
た
お
気
持
ち
に
な
ら
れ
た
。「
こ
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
音
無
ケ
レ
ド
モ
弾
合
セ
テ
、
楽
一
ツ
二
ツ
許
弾
ク
程
ニ
、
夜
モ
明
ケ
方
ニ
成
レ
バ
、
内
ニ
返
リ
参
ヌ
。
殿
上
ニ
シ
テ
哀
レ
ニ
面
白
カ
リ
ツ
ル
由
ヲ
語
ケ
レ
バ
、
不
参
ヌ
人
ハ
口
惜
キ
事
ニ
ナ
ム
思
ケ
ル
。
其
ノ
後
、
其
ノ
年
十
一
月
ニ
忍
テ
斉
院
ヲ
出
サ
セ
給
テ
、
ト
室
町
ト
云
所
ニ
御
マ
シ
テ
、
其
ヨ
リ
三
井
寺
ノ
慶
祚
阿
闍
梨
ノ
房
ニ
御
マ
シ
テ
、
御
髪
ヲ
下
シ
テ
、
尼
ト
成
セ
給
ニ
ケ
リ
。
其
ノ
後
ハ
道
心
ヲ
発
シ
テ
、
偏
ニ
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、
終
リ
極
テ
貴
ク
シ
テ
ナ
ム
失
サ
セ
給
ヒ
ニ
ケ
リ
。「
現
世
ニ
微
妙
ク
可
咲
シ
ク
シ
テ
過
サ
セ
給
ヒ
ニ
シ
カ
バ
、
後
生
ハ
罪
深
ク
ヤ
御
シ
マ
サ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
人
皆
思
ヒ
ケ
ル
ニ
、
御
行
ヒ
緩
ム
事
無
ク
貴
ク
シ
テ
、
「
現
ニ
極
楽
ニ
往
生
シ
給
ヒ
ヌ
ラ
ム
」
ト
テ
、
入
道
ノ
中
将
モ
最
後
ニ
参
リ
会
テ
、
見
テ
喜
ビ
被
貴
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
ル
ト
ヤ
。
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（
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）
こ
と
楽
の
素
養
が
す
こ
し
は
あ
る
」
と
お
思
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
御
箏
・
琵
琶
な
ど
を
お
出
し
に
な
る
と
、
こ
と
さ
ら
に
で
は
な
く
て
、
楽
器
の
音
の
調
子
を
合
わ
せ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
、
二
曲
ず
つ
弾
い
て
、
明
け
方
近
く
に
な
っ
た
の
で
、（
殿
上
人
た
ち
は
）
宮
中
に
帰
参
し
た
。
殿
上
の
間
で
、
し
み
じ
み
と
優
雅
で
風
流
だ
っ
た
こ
と
を
語
る
と
、
参
上
し
な
い
人
は
大
変
残
念
が
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
年
の
冬
、
御
退
下
に
な
っ
て
、
室
町
と
い
う
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
三
井
寺
で
尼
に
お
な
り
に
な
っ
た
後
は
、
一
途
に
お
勤
め
を
な
さ
り
続
け
て
、
最
期
は
た
い
そ
う
お
見
事
で
ご
立
派
な
様
子
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
（
人
々
は
）「（
入
道
の
中
将
は
）『
現
世
で
は
、
す
ば
ら
し
く
心
ひ
か
れ
る
さ
ま
で
、
風
流
な
く
ら
し
を
し
て
お
過
ご
し
に
な
っ
た
に
つ
け
て
も
、
来
世
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
』
と
思
い
申
し
上
げ
た
が
、（
大
斎
院
は
）
ひ
た
す
ら
御
修
行
を
気
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
な
さ
っ
て
、（
御
臨
終
の
）
御
様
子
は
、
は
っ
き
り
と
極
楽
（
に
往
生
な
さ
っ
た
の
は
）
疑
い
な
く
、
立
派
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
、『
確
か
に
極
楽
へ
お
行
き
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
』
と
、
入
道
の
中
将
が
お
喜
び
に
な
っ
た
」
と
語
り
な
さ
っ
た
。
語
釈
・
語
法
【
九
丁
ウ
】
よ
る
も
の
が
た
り
あ
（
か
）
ゐ
あ
お
も
●
2
女
房
は
夜
よ
り
物
語
し
て
、
月
の
明
か
ゝ
り
け
れ
ば
、「
居
明
か
さ
む
」
と
思
ひ
て
「
居
明
か
す
」
と
は
、
起
き
た
ま
ま
夜
を
明
か
す
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
よ
る
よ
べ
第
二
版
』（
小
学
館
。
以
下
、『
日
国
』
と
す
る
）「
夜
」「
昨
夜
」
の
項
に
、
平
安
時
代
の
日
付
変
更
時
刻
は
午
前
三
時
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
時
は
、「
丑
の
刻
ば
か
り
」（「
全
注
釈
其
の
二
」
七
ウ
7
『
純
心
人
文
研
究
第
24
号
』
長
崎
純
心
大
学
・
二
〇
一
八
年
、
以
下
、「
全
注
釈
其
の
二
」
と
す
る
）
な
の
で
日
付
が
変
わ
る
直
前
で
あ
る
。「
夜
よ
り
」
と
あ
る
の
は
、
女
房
た
ち
が
前
夜
か
ら
話
し
込
ん
で
い
て
、
既
に
明
け
方
近
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
日
は
雲
林
院
念
仏
の
果
て
の
日
（「
全
注
釈
其
の
二
」
七
ウ
5
）
な
の
で
、
満
月
の
前
後
と
思
わ
れ
る
。
女
房
た
ち
は
月
の
風
情
を
愛
で
楽
し
み
、
夜
を
明
か
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
→
補
説
1
け
し
き
●
5
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
思
ひ
た
る
。
気
色
ば
か
り
「
あ
は
れ
」
と
は
、
心
の
底
か
ら
起
こ
る
し
み
じ
み
と
し
た
感
情
や
感
動
を
い
う
。
→
補
説
2
「
思
ひ
た
る
」
に
つ
い
て
は
、『
全
書
』『
岩
波
文
』
は
「
思
ひ
た
る
に
」
と
「
に
」
を
入
れ
る
。『
総
索
引
』『
全
註
解
』『
新
大
系
』『
全
訳
注
』
は
、「
に
」
を
読
ま
な
い
。
山
内
洋
一
郎
氏
の
「
草
体
仮
名
の
織
り
成
す
美
と
実
と
―
―
古
本
説
話
集
四
筆
の
交
響
」
（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
三
十
二
』
和
泉
書
院
・
二
〇
一
三
年
所
収
）
に
よ
る
第
一
筆
者
（
五
丁
オ
〜
三
三
丁
オ
）
の
「
気
」
を
字
母
と
す
る
「
け
」
を
確
認
す
る
と
、
本
用
例
と
似
た
筆
跡
が
他
に
二
カ
所
（
二
三
オ
3
・
三
一
オ
2
）
あ
る
。
「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
」
（http://w
w
w
.em
useum
.jp/top?d_lang=ja
に
よ
る
。）
①
本
例
②
二
三
丁
オ
3「
け
ふ
こ
ゝ
の
へ
」
③
三
一
丁
オ
2
「
け
れ
は
」
③
は
、
①
②
ほ
ど
起
筆
の
部
分
が
長
く
な
い
が
、
①
②
に
似
て
い
る
。
①
②
③
と
も
に
行
頭
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
筆
癖
で
あ
ろ
う
。
当
該
部
分
は
、『
総
索
引
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
に
」
は
な
く
「
け
」
の
起
筆
が
や
や
上
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
「
お
も
ひ
た
る
」
は
、
連
体
形
終
止
と
考
え
る
。
→
補
説
3
け
し
き
お
く
（
か
た
）
ご
い
し
け
ご
い
し
い
（
る
）お
と
●
6
気
色
ば
か
り
奥
の
方
に
、
碁
石
笥
に
碁
石
を
入
る
ゝ
音
す
。
「
気
色
ば
か
り
」
は
本
用
例
の
み
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
の
意
。『
日
国
』
は
『
宇
津
保
物
語
』（
以
下
、『
宇
津
保
』
と
す
る
）
を
初
出
と
し
、『
源
氏
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
栄
花
物
語
』（
以
下
、『
栄
花
』
と
す
る
）
（
六
）
純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―329―
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。『
宇
津
保
』
の
用
例
は
、「
気
色
ば
か
り
の
こ
と
の
様
を
聞
こ
え
給
へ
ば
、」（『
う
つ
ほ
物
語
全
』「
俊
蔭
」
五
三
⑯
・
室
城
秀
之
・
お
う
ふ
う
・
一
九
九
五
年
・
傍
線
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）
を
は
じ
め
、
全
七
例
。『
源
氏
』
の
用
例
は
「
日
暮
か
ゝ
る
ほ
と
に
、
け
し
き
ば
か
り
う
ち
し
ぐ
れ
て
」（
新
大
系
『
源
氏
一
』
紅
葉
賀
巻
・
Ｐ
243
）
を
入
れ
て
全
十
三
例
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
ほ
ん
の
形
だ
け
。
ご
く
わ
ず
か
。
し
る
し
ば
か
り
。」
と
解
釈
で
き
る
。
な
お
、「
気
色
」
の
用
法
に
も「
気
色
ば
か
り
」と
同
じ
も
の
が
あ
る
。「
け
し
き
」
の『
日
国
』の
第
一
義
は「
物
の
外
面
の
様
子
、
有
様
。
ま
た
、
外
見
か
ら
受
け
る
感
じ
。」
で
あ
り
、
こ
れ
は
形
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
の
状
態
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
宇
津
保
』
や
『
源
氏
』
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
該
当
す
る
。「
気
色
」
は
、
本
用
例
以
外
に
八
例
（
一
三
オ
5
・
二
五
オ
10
・
七
三
オ
6
・
七
四
4
・
九
六
オ
3
・
一
一
〇
オ
2
・
一
一
四
ウ
6
・
一
三
〇
オ
4
本
集
の
欠
丁
を
補
っ
た
『
信
貴
山
縁
起
絵
詞
』
に
用
例
（
一
二
二
オ
8
）
が
あ
る
が
、
数
に
入
れ
て
い
な
い
）
あ
る
。
八
例
す
べ
て
「
物
の
外
面
の
様
子
、
有
様
」
と
解
釈
で
き
る
。
本
用
例
の
場
合
、「
気
色
ば
か
り
」
は
「
奥
の
方
に
」
に
か
か
る
。
つ
ま
り
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
奥
の
方
（
部
屋
）
で
、
碁
遊
び
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
枕
草
子
』
に
も
、
後
宮
で
の
あ
る
夜
更
け
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
夜
い
た
く
更
け
て
、
御
前
に
も
御
殿
龍
り
、
人
々
皆
寝
ぬ
る
後
、
外
の
方
に
、
殿
上
人
な
ど
に
も
の
な
ど
言
ふ
。
奥
に
、
碁
石
の
笥
に
入
る
る
音
、
あ
ま
た
た
び
聞
ゆ
る
、
い
と
心
に
く
し
。
（
増
田
繁
夫
校
注
・『
枕
草
子
』
一
九
二
「
心
に
く
き
も
の
」
Ｐ
170
・
和
泉
古
典
叢
書
1
・
一
九
九
一
年
）
こ
れ
は
、
本
集
の
本
文
と
類
似
し
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
本
文
は
対
照
説
話
の
『
今
昔
』
に
は
見
ら
れ
な
い
し
、
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
『
無
名
草
子
』
の
本
文
に
も
見
ら
れ
な
い
。
本
集
の
編
著
者
が
、
大
斎
院
の
御
所
を
後
宮
に
準
ず
る
雰
囲
気
に
演
出
し
て
表
現
し
た
結
果
と
考
え
た
い
。
ご
い
し
け
●
6
碁
石
笥
碁
石
を
入
れ
る
容
器
。
碁
石
笥
は
、
中
世
以
後
「
碁
笥
（
ご
け
・
ご
げ
）」
に
か
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
碁
（
囲
碁
）」
は
、『
源
氏
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
、
村
上
天
皇
が
帯
を
賭
け
て
藤
原
伊
尹
と
争
っ
た
と
あ
る
。
奈
良
朝
に
中
国
よ
り
渡
来
し
た
遊
戯
で
、
天
皇
か
ら
下
級
貴
族
・
僧
侶
に
至
る
ま
で
、
男
女
を
問
わ
ず
盛
ん
に
好
ま
れ
、
高
尚
な
趣
味
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
後
宮
社
会
の
象
徴
と
し
て
登
場
す
る
。
な
お
、『
源
氏
』
に
は
、
碁
で
遊
ぶ
場
面
は
あ
る
が
「
ご
い
し
」「
ご
い
し
け
」「
ご
け
」
い
ず
れ
も
見
ら
れ
な
い
。『
色
葉
字
類
抄
』（
以
下
、『
字
類
抄
』
ゴ
ケ
と
す
る
）
に
は
、「
ご
い
し
」
の
み
見
ら
れ
る
。
な
お
、『
文
明
本
節
用
集
』
に
は
、「
碁
笥
」
の
項
目
が
あ
る
。
『
改
訂
新
版
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』「
碁
」
の
項
（
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
六
年
）
（
663
2
）
（
663
4
）
（
中
略
）
（
お
ま
へ
）
●
7
御
前
に
も
、
「
御
前
」
は
既
出
（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
14
「
純
心
人
文
研
究
第
23
号
」
長
崎
純
心
大
学
・
二
〇
一
七
年
。
以
下
、「
全
注
釈
其
の
一
」
と
す
る
）。
本
集
に
は
、
本
用
例
を
含
め
二
十
二
例
あ
る
。
主
体
お
よ
び
対
象
の
内
訳
を
、
以
下
に
示
す
。
①
貴
人
・
主
人
・
観
音
自
身
を
指
す
場
合
（
九
ウ
7
・
四
六
オ
6
・
一
〇
〇
オ
9
）
②
貴
人
・
仏
・
観
音
・
大
仏
な
ど
の
前
、
即
ち
場
所
を
指
す
場
合
（
五
ウ
10
・
八
オ
4
・
八
オ
10
・
一
〇
オ
7
・
六
七
ウ
3
・
七
八
ウ
4
・
七
九
オ
8
・
七
九
ウ
2
・
八
二
ウ
8
・
八
二
ウ
10
・
八
八
ウ
3
・
八
九
オ
10
・
八
九
ウ
1
・
九
〇
オ
8
・
一
一
六
ウ
4
・
一
二
一
ウ
6
・
一
二
八
オ
8
）
②
の
場
所
の
「
御
前
」
は
、
上
巻
で
は
、「
大
斎
院
」「
道
長
」、
下
巻
で
は
、「
仏
」「
観
音
」「
大
仏
」
な
ど
の
前
を
指
す
用
例
が
多
い
。「
御
前
」
の
対
象
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
む
か
し
い
（
て
）
●
7
昔
お
ぼ
し
め
し
出
で
ゝ
、
「
お
ぼ
し
め
し
出
づ
」
は
、
本
用
例
の
み
。
高
度
の
尊
敬
を
表
す
「
お
ぼ
し
め
す
」
は
、
本
集
に
は
、
本
用
例
を
含
め
十
三
例
あ
る
。
主
体
は
、
大
斎
院
（
九
オ
4
・
九
ウ
7
・
一
〇
オ
2
）、
道
長
（
二
三
オ
10
）、
観
音
（
七
九
ウ
4
・
一
〇
〇
オ
10
・
一
〇
〇
ウ
1
）、
帝
釈
（
八
六
オ
2
・
八
七
オ
7
）、
仏
（
八
九
オ
4
）、
醍
醐
天
皇
（
一
二
〇
ウ
6
・
一
二
〇
ウ
9
）
で
あ
る
。「
お
ぼ
し
め
す
」
の
主
体
は
、「
御
前
」
の
対
象
と
重
な
っ
て
い
る
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の三（九丁ウ1～十一丁オ7）
―328―
（
七
）
こ
と
が
わ
か
る
。
本
集
に
お
け
る
「
御
前
」
と
「
お
ぼ
し
め
す
」
は
敬
意
の
対
象
を
限
定
し
、
連
動
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
●
7
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
け
む
か
し
。
「
け
む
」
は
過
去
推
量
の
助
動
詞
。「
か
し
」
は
文
末
に
使
わ
れ
念
を
押
し
強
調
す
る
助
詞
。
終
止
形
「
け
む
」
三
例
（
九
ウ
8
・
二
一
ウ
7
・
四
九
オ
5
）
は
、
本
用
例
を
含
め
て
、
す
べ
て
「
け
む
か
し
」
の
形
で
出
て
く
る
。
他
の
二
十
例
は
、
疑
問
の
副
詞
や
係
助
詞
を
伴
っ
た
連
体
形
が
十
六
例
、
そ
の
他
の
連
体
形
が
四
例
で
あ
る
。「
已
然
形
」
は
み
え
な
い
。
こ
こ
で
、
本
集
の
編
著
者
は
、
大
斎
院
が
し
み
じ
み
と
昔
を
思
い
出
し
た
こ
と
だ
ろ
う
よ
と
推
測
し
、
総
叙
し
て
い
る
。
細
序
は
、
以
下
十
三
行
。
九
丁
ウ
8「
昔
の
殿
上
人
は
」以
降
、
十
丁
オ
10
「
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
」
こ
と
ま
で
大
斎
院
が
箏
を
弾
い
て
い
た
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
る
。「
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
」
は
、「
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
け
む
か
し
」
と
ほ
ぼ
同
じ
言
い
回
し
で
あ
る
。
そ
の
後
、
殿
上
人
た
ち
が
差
し
出
さ
れ
た
楽
器
を
演
奏
し
た
こ
と
な
ど
風
流
な
場
面
が
展
開
す
る
。
詳
し
く
は
、「
け
む
か
し
の
表
現
性
」（
椎
葉
富
美
「
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
3
号
」
長
崎
純
心
大
学
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
一
九
年
三
月
発
行
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
む
か
し
つ
ね
【
ゐ
】
（
つ
）
あ
そ
こ
と
び
は
つ
ね
ひ
●
8
昔
の
殿
上
人
は
、
常
に
ま
い
り
つ
ゝ
を
か
し
き
遊
び
な
ど
箏
・
琵
琶
も
常
に
弾
き
け
る
を
、
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
、『
今
昔
』
と
す
る
）
は
「
昔
ノ
殿
上
人
ハ
常
ニ
参
テ
可
笑
キ
御
遊
ナ
ド
モ
常
ニ
有
ケ
レ
バ
、
御
箏
・
御
琵
琶
ナ
ド
常
ニ
弾
ナ
ド
シ
ツ
ヽ
遊
ケ
ル
ニ
、」。
本
集
は
文
章
表
現
上
、『
今
昔
』
の「
常
ニ
有
ケ
レ
バ
」に
あ
た
る
部
分
が
な
い
た
め
、「
を
か
し
き
遊
び
な
ど
」
の
係
り
方
が
不
鮮
明
に
な
り
、
文
脈
が
乱
れ
て
い
る
。「
つ
ゝ
」
は
、
同
じ
動
作
の
反
復
や
継
続
を
表
す
。
こ
こ
で
は
反
復
。
こ
と
び
は
つ
ね
ひ
●
9
箏
・
琵
琶
も
常
に
弾
き
け
る
を
、
「
こ
と
」
は
、『
岩
波
文
』
は
平
仮
名
を
、『
全
書
』
『
総
索
引
』『
全
註
解
』『
新
大
系
』
は
「
琴
」
の
字
を
当
て
る
。
大
斎
院
の
父
村
上
天
皇
こ
と
は
、
と
り
わ
け
箏
を
好
み
、『
文
机
談
』（
一
二
八
三
頃
成
立
）
に
は
、「
村
上
天
皇
の
御
門
は
御
箏
ば
か
り
也
、
御
比
巴
の
御
さ
た
は
あ
り
と
も
う
け
給
は
ら
ず
。」（
岩
佐
美
代
子
『
文
き
ん
机
談
全
注
釈
』
Ｐ
63
・
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
七
年
）
と
あ
り
、
大
斎
院
の
時
代
は
「
琴
」
で
は
こ
と
な
く
「
箏
」
全
盛
の
時
代
で
あ
る
。（
山
田
孝
雄
『
源
氏
物
語
の
音
楽
復
刻
版
』
宝
文
館
出
版
・
一
九
六
九
年
・
初
版
一
九
三
四
年
、
豊
永
聡
美
『
天
皇
の
音
楽
史
古
代
・
中
世
の
帝
王
学
』
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
七
年
等
参
照
）
ま
た
、『
類
聚
名
義
抄
』（
以
下
、『
名
義
抄
』
と
す
る
）（
蓮
成
院
本
）
に
「
箏
コ
ト
」
の
よ
み
が
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
「
和
楽
器
に
つ
い
て
は
、
三
学
年
間
を
通
じ
て
一
種
類
以
上
の
楽
器
を
用
い
る
こ
と
。」
と
あ
る
。
こ
の
改
定
を
受
け
て
、
中
学
校
の
教
科
書
全
二
社
（
教
育
芸
術
こ
と
こ
と
き
ん
社
・
教
育
出
版
）
は
、「
箏
」
と
ル
ビ
を
振
り
、「
箏
」
と
「
琴
」
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
と
「
箏
」
は
既
出
（「
全
注
釈
其
の
二
」
Ｐ
17
）。
『
名
義
抄
』（
蓮
成
院
本
）
（
下
一
・
一
九
ウ
3
）
『
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
三
寶
類
聚
名
義
抄
』（
勉
誠
社
・
一
九
八
六
年
）
【
ゐ
】
●
10
い
ま
は
さ
や
う
の
事
す
る
人
も
な
け
れ
ば
、
ま
い
る
人
も
な
し
。
「
さ
や
う
の
事
」
と
は
、
直
前
の
「
常
に
ま
い
り
つ
ゝ
〜
弾
き
け
る
」
を
指
す
。
殿
上
人
が
い
つ
も
訪
れ
て
管
弦
の
遊
び
を
し
て
い
た
往
時
の
大
斎
院
の
御
所
で
あ
る
が
、
今
で
は
訪
れ
る
人
も
な
い
。
【
十
丁
オ
】（た
ま
）
●
1
た
ま
〳
〵
本
集
に
は
本
用
例
の
み
で
あ
る
。『
今
昔
』
は
「
適
ニ
」。『
名
義
抄
』『
字
類
抄
』（
前
田
本
二
巻
本
、
黒
川
本
）
と
も
に
「
適
」
を
「
タ
マ
〳
〵
」
と
よ
ま
せ
て
い
る
。
『
訓
点
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
・
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
と
、「
タ
マ
タ
マ
（
偶
）」
は
「
奈
良
時
代
に
は
仮
名
書
き
の
例
を
見
な
い
。
平
安
時
代
で
は
和
文
に
例
が
少
な
く
、
主
に
漢
文
訓
読
文
で
用
い
ら
れ
た
。
ほ
ぼ
同
義
の
語
に
「
た
ま
さ
か
に
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
和
文
、
漢
文
訓
読
双
方
に
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。」
と
あ
る
。
本
集
に
は
、「
た
ま
さ
か
」
「
た
ま
さ
か
に
」
は
な
い
。『
名
義
抄
』
に
は
「
タ
マ
サ
カ
」「
タ
マ
サ
カ
ニ
」「
タ
マ
タ
マ
」
が
、『
訓
点
語
彙
集
成
第
五
巻
』（
築
島
裕
・
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
八
年
）
に
は
「
タ
マ
サ
（
八
）
純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―327―
（
中
略
）
カ
」「
タ
マ
タ
マ
」
が
見
え
る
。
ひ
と
●
1
さ
や
う
の
事
す
る
人
も
な
き
を
、
く
ち
を
し
く
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
る
に
、
九
丁
ウ
10
「
い
ま
は
さ
や
う
の
事
す
る
人
も
な
け
れ
ば
、
ま
い
る
人
も
な
し
。」
を
繰
り
返
し
て
い
る
。「
さ
や
う
の
事
」
と
は
、「
を
か
し
き
遊
び
」
を
指
す
。
文
脈
か
ら
考
え
て
、「
こ
と
・
び
は
」
は「
を
か
し
き
遊
び
」の
例
示
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
。『
今
昔
』「
如
然
ノ
遊
ビ
」
は「
こ
と
や
び
は
の
遊
び
」
に
な
る
。「
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
る
」の
主
語
は
大
斎
院
、「
れ
」
は
尊
敬
。
こ
こ
か
ら
大
斎
院
の
視
点
に
か
わ
っ
て
い
る
。「
く
ち
を
し
」
は
本
用
例
の
他
に
六
例
（
一
〇
ウ
7
・
三
三
ウ
3
・
五
三
ウ
9
・
八
二
ウ
5
・
八
五
オ
1
・
一
〇
三
オ
8
）
あ
る
。
（
た
ま
ひ
）
●
4
よ
ろ
づ
な
が
め
さ
せ
給
て
、
「
よ
ろ
づ
」「
な
が
む
」は
本
用
例
が
初
出
。「
よ
ろ
づ
」
は
、
い
ろ
い
ろ
の
意
で
、
本
用
例
以
外
に
一
例
（
一
二
六
ウ
5
）。
他
に
「
よ
ろ
づ
の
」
十
九
例
（
一
三
ウ
6
・
一
四
ウ
8
・
三
二
ウ
3
・
六
二
ウ
5
・
六
七
ウ
10
・
七
七
オ
3
・
九
六
ウ
7
・
一
一
六
ウ
5
・
一
一
九
ウ
4
・
一
二
五
ウ
3
・
一
三
〇
ウ
9
・
一
三
一
ウ
5
・
一
三
一
ウ
7
・
一
三
二
オ
10
・
一
三
五
オ
10
・
一
三
六
オ
5
・
一
三
六
ウ
5
・
一
三
七
オ
10
・
一
三
七
ウ
3
）。「
よ
ろ
づ
に
」三
例（
一
〇
九
オ
5
・
一
一
九
オ
9
・
一
二
五
オ
3
）。「
よ
ろ
づ
は
」
一
例
（
一
一
三
ウ
4
）。「
よ
ろ
づ
も
」
一
例
（
一
一
二
ウ
6
）。「
な
が
む
」
は
、
ぼ
ん
や
り
と
見
や
り
な
が
ら
物
思
い
に
ふ
け
る
意
で
、
本
用
例
の
他
に
七
例
（
一
七
ウ
5
・
一
八
オ
10
・
二
〇
ウ
7
・
三
四
オ
4
・
三
九
オ
1
・
四
九
ウ
6
・
五
八
ウ
5
）。「
な
が
め
ゐ
る
」
一
例
（
二
七
オ
6
）。
（
お
ほ
）
ぬ
●
5
御
と
の
ご
も
ら
ざ
り
け
る
に
、
「
御
と
の
ご
も
る
」
は
「
寝
」
の
尊
敬
語
。
本
用
例
の
他
に
一
例
（
七
三
オ
4
）。「
御
と
の
ご
も
り
い
る
」
一
例
（
九
三
ウ
5
）。
い
ず
れ
も
「
御
と
の
ご
も
る
」
と
記
す
。『
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）
に
「
御
殿
」
を
「
オ
ホ
ト
ノ
」
と
よ
み
が
あ
る
の
で
、「
御
と
の
ご
も
る
」
は
「
お
ほ
と
の
ご
も
る
」
と
よ
む
。『
総
索
引
』
は
「
発
音
も
変
わ
っ
て
い
る
も
の
と
見
た
い
。
今「
お
ん
」
を
採
る
。」と
す
る
。『
全
註
解
』
お
ほ
と
の
『
全
訳
注
』
は
「
普
通
『
大
殿
ご
も
る
』
と
書
く
。」
と
指
摘
す
る
。「
御
」
字
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、「
上
代
に
お
け
る
『
御
』
字
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
」（
椎
葉
富
美
・
川
浪
玲
子
「
人
間
文
化
研
究
第
十
七
号
」
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
・
二
〇
一
九
年
二
月
発
行
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）（「
殿
」
の
項
）
（
僧
中
三
十
四
オ
1
）
（
僧
中
三
十
四
オ
2
）
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
32
・
八
木
書
店
・
一
九
七
六
年
）
も
の
が
た
り
（
び
と
）
（
お
ま
へ
）
（
た
）
ね
●
6
物
語
し
つ
る
人
〳
〵
も
、
御
前
に
や
が
て
う
た
ゝ
ね
に
寝
に
け
り
。
「
人
〳
〵
」
と
は
「
女
房
た
ち
」。『
今
昔
』
で
は
「
物
語
申
ス
人
共
モ
」。「
申
ス
」
に
よ
り
、「
人
共
」
の
話
し
相
手
が
大
斎
院
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
本
用
例
は
大
斎
院
の
前（
場
所
）
を
さ
す
。『
日
国
』
の
説
明
に
よ
る
と
「
う
た
ゝ
ね
」
は
、
思
わ
ず
知
ら
ず
う
と
う
と
眠
る
こ
と
。
中
古
で
は
、
多
く
恋
の
物
思
い
の
た
め
に
す
る
も
の
と
さ
れ
、『
日
国
』
の
初
出
は
、『
古
今
和
歌
集
』
で
あ
る
。
本
用
例
と
似
た
よ
う
な
表
現
と
し
て
、「
君
を
の
み
お
も
ひ
ね
に
ね
し
夢
な
れ
ば
我
心
か
ら
み
つ
る
な
り
け
り
」（
大
系
『
古
今
集
』
巻
十
二
、
恋
二
、
608
み
つ
ね
・
Ｐ
222
）
が
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、「
う
た
ゝ
ね
」
は
す
べ
て
名
詞
形
。
動
詞
を
と
る
場
合
「
う
た
ゝ
ね
を
す
」
と
い
う
形
で
あ
る
（『
源
氏
』
常
夏
巻
に
例
あ
り
）。『
今
ネ
昔
』
は
、「
ウ
タ
ヽ
寝
ニ
ケ
リ
」。
こ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、「「
寝
ニ
」
脱
か
。」（
Ｐ
574
）
と
全
集
『
今
昔
2
』
に
注
記
が
あ
る
。
こ
と
て
●
8
御
箏
を
手
す
さ
み
に
「
手
す
さ
み
」
は
、
退
屈
を
ま
ぎ
ら
わ
す
手
わ
ざ
、
本
集
に
は
本
用
例
の
み
。「
て
す
さ
び
」
に
同
じ
。
む
か
し
●
9
昔
お
ぼ
え
て
な
む
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
。
「
な
む
」
が
入
る
こ
と
で
、
一
方
的
に
説
明
す
る
文
章
で
は
な
く
、
読
者
に
同
意
を
得
な
が
ら
穏
や
か
に
語
る
口
調
を
持
っ
た
文
に
な
る
（
山
口
仲
美
『
平
安
文
学
の
文
体
の
研
究
』「
第
三
章
平
中
の
文
体
と
成
立
事
情
」
Ｐ
449
・
明
治
書
院
・
一
九
八
四
年
参
照
）。
な
お
、『
今
昔
』
の
「
昔
メ
キ
テ
」
の
場
合
は
、「
め
く
」
が
名
詞
に
付
い
て
動
詞
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
似
た
様
子
を
示
す
こ
と
か
ら
、「
昔
に
似
た
様
子
で
」
と
な
る
。
こ
れ
は
こ
の
場
面
を
客
観
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
集
の
「
昔
お
ぼ
え
て
」
は
大
斎
院
の
心
情
に
添
っ
た
と
ら
え
か
た
に
な
っ
て
い
る
。
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（
九
）
（
び
と
）
●
10
「
こ
の
人
〳
〵
は
、
か
や
う
の
わ
ざ
す
こ
し
す
」
と
「
か
や
う
の
わ
ざ
」
は
、「
管
弦
の
素
養
」
を
指
す
。
昔
の
殿
上
人
は
管
弦
の
素
養
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
大
斎
院
が
す
で
こ
と
に
箏
を
弾
い
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
。
【
十
丁
ウ
】
●
1
き
こ
し
め
し
た
る
に
や
あ
ら
ん
、
お
思
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
国
』は「
き
こ
し
め
す
」
を
「
お
思
い
に
な
る
」
と
解
釈
す
る
場
合
の
例
と
し
て
、『
源
氏
』
真
木
柱
巻
の
「
う
ち
に
も
な
め
く
心
あ
る
さ
ま
に
き
こ
し
め
し
人
〳
〵
も
お
ぼ
す
と
こ
ろ
あ
ら
む
」（
新
大
系
三
Ｐ
132
・
髭
黒
大
将
の
心
内
文
）
の
用
例
を
挙
げ
る
。
→
補
説
4
し
ら
あ
（
つ
）
●
2
わ
ざ
と
に
は
な
く
て
、
調
め
合
は
せ
つ
ゝ
、
「
わ
ざ
と
」
は
、「
こ
と
さ
ら
に
で
は
な
く
て
、
無
造
作
に
、
と
り
た
て
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
」
の
意
。
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。「
調
め
合
は
す
」
は
、
楽
器
の
音
の
調
子
を
合
わ
せ
る
こ
と
。「
調
べ
合
は
す
」
に
同
じ
。「
調
め
合
は
す
」
は
、
管
見
の
限
り
で
は
本
集
以
外
に
は
用
例
が
な
い
。「
調
む
」
は
、『
日
国
』
の
初
出
を
見
る
と
、『
宇
津
保
』（
970
〜
999
頃
成
立
）、「
調
ぶ
」
の
初
出
は
『
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
』（
948
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
動
詞
語
尾
の
ｂ
音
と
ｍ
音
の
ゆ
れ
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、「
調
ぶ
（
む
）」
系
の
語
を
『
源
氏
物
語
大
成
普
及
版
』（
中
央
公
論
社
・
一
九
八
四
年
）
で
確
認
し
た
。「
調
ぶ
」
十
七
例
「
調
べ
合
は
す
」
一
例
「
調
べ
と
と
の
ふ
」
一
例
「
調
べ
は
つ
」
一
例
「
搔
い
調
ぶ
」
二
例
、
計
二
十
二
例
あ
る
。「
調
む
」
は
、
宿
木
巻
「
打
な
け
き
て
す
こ
し
し
ら
へ
給
ふ
」（
一
七
六
七
10
・
底
本
：
大
島
本
）
の
「
し
ら
へ
給
ふ
」
の
異
同
と
し
て
、
池
田
本
（
伝
二
条
為
明
筆
）
に
「
し
ら
め
給
」
の
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
管
見
の
限
り
で
は
、『
宇
津
保
』
一
例
（
新
編
3
・
三
〇
五
14
）、『
夜
の
寝
覚
』
一
例
（
新
編
・
二
一
〇
12
）、『
梁
塵
秘
抄
』
一
例
（
新
編
二
九
三
4
、
名
詞
「
調
め
」
は
、
二
七
〇
3
に
二
例
見
ら
れ
る
）、『
平
家
物
語
』
一
例
（
大
系
上
・
三
三
九
9
）、『
春
の
深
山
路
』（
新
編
・
三
六
六
10
）、『
太
平
記
』二
例（
新
編
1
四
八
15
・
3
三
〇
五
6
）に
見
ら
れ
る
。「
つ
ゝ
」
は
反
復
。
（
ひ
と
つ
）
ふ
た
（
つ
）
ひ
●
3
も
の
一
二
つ
ば
か
り
づ
ゝ
弾
き
て
、
「
も
の
」
は
、
本
集
に
は
一
八
五
例
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
生
物
（
人
物
・
鬼
な
ど
）
は
、「
も
の
ど
も
」
を
含
め
五
十
六
例
。「
も
の
」
は
「
人
」
に
対
し
て
、
立
場
や
地
位
の
低
い
人
物
に
用
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
人
物
を
指
す
三
十
七
例
中
、
宇
多
院
を
除
く
三
十
六
例
は
身
分
の
低
い
人
物
で
あ
る
。
無
生
物
（
実
体
の
あ
る
も
の
・
抽
象
的
な
も
の
）
は
、
一
二
九
例
。
実
体
の
あ
る
も
の
は
一
一
五
例
、
抽
象
的
な
も
の
は
十
四
例
で
あ
る
。
本
用
例
の
「
も
の
」
は
、
無
生
物
・
抽
象
的
な
も
の
で
楽
曲
を
指
す
。「
ば
か
り
」
と
「
づ
つ
」
の
接
続
は
、
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。
殿
上
人
そ
こ
と
れ
ぞ
れ
が
箏
、
琵
琶
な
ど
を
一
、
二
曲
ず
つ
弾
い
た
こ
と
を
指
す
。
助
詞
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
状
況
を
正
確
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
ま
た
い
ま
や
う
の
つ
や
〳
〵
な
ど
い
ふ
を
ぞ
む
つ
ば
か
り
づ
ゝ
、
わ
た
う
す
ら
か
に
て
き
せ
た
る
」（
大
系
『
栄
花
下
』
巻
第
十
六
も
と
の
し
づ
く
・
Ｐ
51
）
等
の
用
例
が
あ
る
。
よ
あ
う
ち
（
か
へ
り
）
【
ゐ
】
●
4
夜
、
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
ま
い
り
ぬ
。
『
今
昔
』
は
「
夜
モ
明
ケ
方
ニ
成
レ
バ
」
と
す
る
。
斎
院
御
所
で
の
風
流
な
一
夜
を
過
ご
し
た
殿
上
人
は
、
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
こ
ろ
宮
中
に
帰
っ
た
。
→
補
説
1
●
5
殿
上
に
て
「
殿
上
」
は
本
用
例
の
み
。『
字
類
抄
』
前
田
本
（
二
巻
本
・
三
巻
本
）・
黒
川
本
に
「
テ
ン
シ
ヤ
ウ
」。
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
の
こ
と
。
公
卿
・
殿
上
人
が
日
常
控
え
て
い
る
場
所
。
●
5
あ
は
れ
に
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
か
り
つ
る
よ
し
殿
上
人
が
斎
院
御
所
を
訪
れ
た
夜
の
こ
と
を
「
あ
は
れ
な
り
」「
や
さ
し
」「
お
も
し
ろ
し
」
と
形
容
し
て
ま
と
め
る
。「
あ
は
れ
な
り
」
は
、
既
出
（「
全
注
釈
其
の
二
」
八
オ
6
）。「
や
さ
し
」
と
は
、
細
や
か
な
心
遣
い
や
た
し
な
み
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
。「
や
さ
し
」
の
用
例
は
、
本
用
例
を
含
め
て
四
例
。
対
象
は
「
人
」
二
例
（
二
〇
オ
5
・
二
三
オ
7
）「
事
」
二
例
（
十
ウ
5
・
四
九
オ
2
）。
「
お
も
し
ろ
し
」
は
、
風
流
で
あ
る
こ
と
。『
名
義
抄
』
図
書
寮
本
に
は
「
風
流
オ
モ
シ
ロ
シ
遊
」、
蓮
成
院
本
「
風
流
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
と
あ
る
（
観
智
院
本
に
は
「
風
オ
モ
シ
ロ
シ
」
と
あ
る
が
、『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
㈠
ア
―
カ
』（
草
川
昇
編
・
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
〇
年
）
に
「
風
流
の
誤
」
と
指
摘
が
あ
る
）。「
お
も
し
ろ
し
」
の
用
例
は
、
本
用
例
の
他
に
三
例
（
一
一
ウ
1
・
一
三
オ
9
・
二
四
オ
10
）、
対
象
は
す
べ
て
「
花
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
斎
院
御
所
の
全
体
の
雰
囲
気
を
「
あ
は
れ
に
」
と
す
る
。
次
に
、
遣
水
が
静
か
に
流
れ
薫
物
の
香
り
が
漂
う
細
や
か
（
一
〇
）
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な
心
遣
い
（
八
オ
8
「
遣
水
」
〜
九
オ
1
「
調
め
ら
れ
て
」）
を
「
や
さ
し
」
と
す
る
。「
お
も
し
ろ
し
」
は
、『
古
典
基
礎
語
辞
典
』（
大
野
晋
編
・
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
一
一
年
以
下
、『
基
礎
語
』
と
す
る
）
に
よ
れ
ば
、「
中
古
に
入
る
と
、
特
に
音
楽
や
遊
宴
に
つ
い
て
い
う
例
が
増
え
、
何
か
に
興
味
を
抱
き
、
知
的
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
る
と
き
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
こ
と
る
。」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
斎
院
御
所
で
大
斎
院
が
箏
を
弾
き
、
殿
上
人
が
演
奏
し
て
い
る
場
面
（
十
オ
7
「
わ
が
御
目
は
」
〜
十
ウ
4
「
弾
き
て
」）
を
指
す
。
→
補
説
2
と
し
ふ
ゆ【
お
】
（
た
ま
ひ
）
●
7
そ
の
年
の
冬
を
り
さ
せ
給
て
、
殿
上
人
と
「
を
か
し
き
遊
び
」
を
さ
れ
た
そ
の
年
の
冬
。「
お
る
」
は
、
斎
院
を
退
く
こ
と
。
本
用
例
の
他
に
七
例
（
九
六
オ
4
・
九
八
オ
8
・
一
〇
四
オ
10
・
一
二
四
オ
1
・
一
三
四
ウ
1
・
一
三
四
ウ
5
・
一
三
四
ウ
8
）
あ
る
。
本
集
で
は
複
合
語
も
含
め
て
、
す
べ
て
「
を
」
で
統
一
し
て
い
る
。
大
斎
院
が
退
下
さ
れ
た
の
は
、
一
〇
三
二
（
長
元
四
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ま
ち
●
8
室
町
な
る
所
上
東
門
院
彰
子
の
邸
第
の
一
つ
に
「
室
町
第
」
が
あ
る
が
、
所
在
等
は
未
詳
で
あ
る
（『
平
安
時
代
史
事
典
』
参
照
）。「
な
り
」
は
、
指
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
春
日
和
男
は
、「『
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
』
の
ご
と
き
ト
イ
フ
に
相
当
す
る
ナ
ル
は
近
世
の
漢
文
訓
読
が
も
た
ら
し
た
特
例
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
本
集
の
本
用
例
を
引
い
て
、
地
名
に
よ
る
固
有
名
詞
を
ナ
ル
で
承
接
し
た
形
は
ト
イ
フ
と
置
き
換
え
ら
れ
る
可
能
性
を
持
つ
と
説
明
す
る
。（『
存
在
詞
に
関
す
る
研
究
』
Ｐ
525
〜
542
・
風
間
書
房
・
一
九
六
八
年
参
照
）
●
8
三
井
寺
滋
賀
県
大
津
市
園
城
寺
町
に
あ
る
天
台
寺
門
宗
の
総
本
山
。
園
城
寺
の
別
称
。
→
補
説
5
【
お
】
（
た
ま
ひ
）
（
つ
）
●
10
御
を
こ
な
ひ
を
せ
さ
せ
給
つ
ゝ
、
「
お
こ
な
ひ
（
ふ
）」
は
本
用
例
の
他
二
十
例
（『
信
貴
山
縁
起
絵
詞
』
で
補
っ
た
詞
章
は
除
く
）。
国
の
政
を
行
う
意
の
一
例
（
五
七
オ
4
）
以
外
は
、
す
べ
て
仏
道
修
行
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
お
こ
な
ひ
（
ふ
）」
が
八
例
（
一
〇
四
オ
5
・
一
一
六
ウ
7
・
一
一
六
ウ
8
・
一
一
七
オ
1
・
一
一
八
オ
3
・
一
一
九
オ
7
・
一
二
三
オ
1
・
一
二
九
ウ
5
）、「
を
こ
な
ひ
（
ふ
）」
が
十
三
例
（
一
〇
ウ
10
・
一
一
オ
4
・
五
七
オ
4
・
六
八
ウ
2
・
七
六
ウ
8
・
八
四
オ
10
・
八
四
ウ
2
・
一
一
六
ウ
5
・
一
一
六
ウ
9
・
一
一
九
ウ
1
・
一
二
三
ウ
3
・
一
三
六
オ
5
・
一
三
七
ウ
7
）。「
お
」
と
「
を
」
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。
お【
を
】
た
う【
ふ
】と
●
10
終
は
り
い
み
じ
く
め
で
た
く
尊
く
て
な
む
、
「
終
は
り
」
は
、
本
用
例
と
七
六
丁
オ
8
の
二
例
の
み
。
い
づ
れ
も
臨
終
の
意
。「
い
み
じ
く
め
で
た
く
尊
く
て
な
む
」
は
、「
い
み
じ
く
め
で
た
く
て
な
む
」
と
「
い
み
し
く
尊
く
て
な
む
」
を
ま
と
め
た
形
。
抽
象
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
『
全
書
』
の
注
に
あ
る
よ
う
に
、「
臨
終
が
み
だ
れ
ず
、
立
派
」（
Ｐ
89
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
尊
し
」
は
、
本
集
で
は
、
十
六
例
（
一
一
オ
1
・
二
一
ウ
5
・
五
五
ウ
1
・
六
八
ウ
2
・
七
一
ウ
1
・
七
四
オ
3
・
七
四
ウ
3
・
七
四
ウ
5
・
一
〇
四
オ
5
・
一
一
六
オ
3
・
一
一
九
オ
1
・
一
一
九
オ
7
・
一
一
九
ウ
3
・
一
一
九
ウ
7
・
一
二
〇
ウ
9
・
一
二
八
オ
8
）
あ
る
。
す
べ
て
「
た
う
と
し
」
で
、「
た
ふ
と
し
」
は
な
し
。
ま
た
、「
た
う
と
が
る
」
五
例
（
五
五
ウ
2
・
六
七
ウ
2
・
一
二
〇
ウ
8
・
一
三
五
オ
2
・
一
三
五
オ
9
）、「
た
う
と
さ
」
一
例
（
一
二
八
ウ
7
）、「
た
う
と
ぶ
」
一
例
（
一
三
三
ウ
6
）
と
、
統
一
的
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
「
タ
ウ
ト
シ
」「
タ
フ
ト
シ
」
が
併
用
さ
れ
て
い
た
。
『
字
類
抄
』（
黒
川
本
）
『
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）
（
中
三
ウ
6
）
（
法
下
七
十
三
ウ
5
）
（『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
黒
川
本
・
影
印
本
』
風
間
書
房
・
一
九
六
四
年
）
【
十
一
丁
オ
】
う
（
た
ま
ひ
）
●
1
失
せ
さ
せ
給
に
け
る
。
「
失
す
」
は
、
死
ぬ
の
意
。
→
補
説
6
（
く
）
い
ふ【
う
】
す
の
ち
よ
（
が
）
●
1「『
こ
の
世
は
、
め
で
た
く
心
に
く
ゝ
、
優
に
て
過
ぎ
さ
せ
給
へ
る
に
、
後
の
世
い
か
ゝ
』
「
こ
の
世
（
現
世
）」
と
「
後
の
世
（
来
世
）」
は
対
応
し
て
い
る
。「
過
ぎ
さ
せ
給
へ
る
に
、」
の
「
に
」
は
、
諸
注
「
確
定
条
件
の
順
接
」
に
解
釈
し
て
い
る
。『
全
書
』
で
は
「（
齋
院
親
王
と
し
て
ま
こ
と
に
華
や
か
な
風
雅
を
追
求
す
る
罪
深
い
御
生
活
だ
つ
た
か
ら
）、
後
世
安
樂
は
果
し
て
如
何
で
あ
ら
う
か
」、『
全
訳
注
』
で
は
「
こ
の
現
世
で
は
風
流
で
奥
床
し
く
、
優
雅
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
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（
一
一
）
に
お
過
ご
し
な
さ
っ
た
の
で
、
死
後
で
の
報
い
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。」
な
ど
。
し
か
し
、
『
今
昔
』
は
「
現
世
ニ
微
妙
ク
可
咲
シ
ク
シ
テ
過
サ
セ
給
ヒ
ニ
シ
カ
バ
、
後
生
ハ
罪
深
ク
ヤ
御
シ
マ
サ
ム
ズ
ラ
ム
」
と
、
現
世
と
後
世
と
の
関
係
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
集
で
は
「
い
か
ゝ
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
に
と
ど
め
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
は
「
確
定
条
件
の
順
接
」
で
は
な
く
、「
先
行
事
態
を
表
わ
す
」（「
…
…
に
つ
け
て
も
」）
と
い
う
用
法
で
解
釈
し
た
い
。
な
お
、「
め
で
た
く
心
に
く
ゝ
、
優
に
て
過
ぎ
さ
せ
給
へ
る
」
の
具
体
例
と
し
て
は
、
本
話
の
五
丁
オ
9
〜
七
丁
オ
3
に
描
か
れ
て
い
る
逸
話
な
ど
が
あ
る
。
を【
お
】こ
な
た
ま
●
3
ひ
た
ぶ
る
に
御
行
ひ
た
ゆ
み
な
く
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
「
ひ
た
ぶ
る
に
」
は
、
本
用
例
の
他
に
一
例
（
一
八
ウ
6
）、
い
ず
れ
も
他
の
事
は
意
に
介
さ
ず
、
あ
る
一
つ
の
事
に
心
が
向
か
っ
て
い
る
さ
ま
。「
た
ゆ
み
な
く
」
は
、
既
出
（「
全
注
釈
其
の
二
」
Ｐ
9
）。
こ
こ
で
は
、「
ひ
た
ぶ
る
に
」
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
で
、
大
斎
院
が
仏
道
修
行
を
一
心
不
乱
に
行
っ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
さ
ま
う
た
が
う
た
ま
●
4
御
有
様
、
あ
ら
は
に
極
楽
疑
ひ
な
く
、
め
で
た
く
て
失
せ
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
『
今
昔
』
に
は
、
こ
の
部
分
な
し
。「
あ
ら
は
に
」
は
「
疑
ひ
な
く
」
を
修
飾
し
て
い
る
。「
極
楽
」
の
用
例
は
、
本
用
例
と
次
行
の
二
例
、
い
ず
れ
も
漢
字
表
記
。「
極
楽
寺
」
の
用
例
は
四
例
（
目
録
表
題
六
〇
オ
5
・
七
二
オ
4
・
七
二
ウ
4
・
七
三
ウ
4
、）、
目
録
表
題
以
外
は
仮
名
表
記
で
あ
る
。
「
極
楽
」（
梵
語
：sukhāvatī
）
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
名
。
大
乗
仏
教
に
な
っ
て
多
く
の
仏
菩
薩
が
考
え
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
菩
薩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
土
を
も
つ
と
い
う
思
想
が
現
れ
た
。『
阿
弥
陀
経
』
に
よ
る
と
、
阿
弥
陀
の
浄
土
は
西
方
、
十
万
億
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
一
切
の
苦
患
を
離
れ
諸
事
安
楽
に
満
ち
て
い
る
の
で
、「
極
楽
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
中
国
・
日
本
で
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
高
ま
り
、「
極
楽
浄
土
」
と
い
う
語
も
広
く
流
布
す
る
に
至
っ
た
。（『
岩
波
仏
教
辞
典
第
二
版
』
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
二
年
、『
改
訂
新
版
世
界
大
百
科
事
典
』「
極
楽
」
の
項
・
伊
藤
唯
真
担
当
・
平
凡
社
・
二
〇
一
四
年
参
照
）
平
安
時
代
、
摂
関
体
制
が
安
定
期
に
入
る
十
世
紀
末
に
は
、
諸
大
寺
の
仏
事
が
貴
族
社
会
の
年
中
行
事
化
す
る
と
と
も
に
、
浄
土
教
で
は
源
信
が
現
わ
れ
て
、
王
朝
貴
族
の
嗜
好
に
も
合
致
し
た
観
想
念
仏
と
諸
行
往
生
を
説
い
た
。
平
安
時
代
末
期
十
一
世
紀
頃
、
律
令
体
制
の
動
揺
か
ら
生
じ
た
社
会
秩
序
の
混
乱
に
、
末
法
思
想
に
よ
る
末
世
の
到
来
と
い
う
精
神
的
不
安
が
重
な
っ
て
、
人
々
は
現
世
を
穢
土
と
観
ず
る
よ
う
に
な
り
、
来
世
に
安
ら
ぎ
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
死
者
の
追
善
で
は
な
く
、
自
身
が
極
楽
に
往
生
で
き
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。（『
国
史
大
辞
典
』
速
水
侑
担
当
・
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
九
〜
一
九
九
七
年
、
前
掲
書
『
改
訂
新
版
世
界
大
百
科
事
典
』
参
照
）
源
信
の
『
往
生
要
集
』（
九
八
五
年
成
立
）
の
巻
中
・
大
文
第
六
「
別
時
念
仏
」
第
二
「
臨
終
の
行
儀
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
石
田
瑞
麿
校
注
『
源
信
』
Ｐ
206
・
日
本
思
想
大
系
・
岩
波
書
店
・
一
九
七
〇
年
）。
ぎ
お
ん
お
祇
洹
の
西
北
の
角
、
日
光
の
没
す
る
処
に
無
常
院
を
為
れ
り
。
も
し
病
者
あ
ら
ば
安
置
し
て
中
に
在
こ
ん
ぱ
く
お
も
て
く
。（
略
）
そ
の
堂
の
中
に
、
一
の
立
像
を
置
け
り
。
金
薄
に
て
こ
れ
に
塗
り
、
面
を
西
方
に
向
け
ご
さ
い
は
た
た
り
。
そ
の
像
の
右
手
は
挙
げ
、
左
手
の
中
に
は
、
一
の
五
臚
の
幡
の
、
脚
は
垂
れ
て
地
に
曳
け
る
お
を
繋
ぐ
。
当
に
病
者
を
安
ん
ぜ
ん
と
し
て
、
像
の
後
に
在
き
、
左
手
に
幡
の
脚
を
執
り
、
仏
に
従
ひ
じ
ょ
う
せ
つ
お
も
い
せ
ん
び
ょ
う
た
て
仏
の
浄
刹
に
往
く
意
を
作
さ
し
む
べ
し
。
瞻
病
の
者
は
、
香
を
焼
き
華
を
散
ら
し
て
病
者
を
荘
厳
す
。（
以
下
略
）
藤
原
道
長
が
、
極
楽
浄
土
を
模
し
て
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
を
建
立
し
、
阿
弥
陀
仏
の
御
手
か
ら
我
が
手
に
五
色
の
糸
を
引
い
て
、
北
枕
に
寝
て
、
最
後
ま
で
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
、
六
十
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
（
大
系
『
栄
花
下
』
巻
第
三
十
「
つ
る
の
は
や
し
」
Ｐ
326
・
327
の
記
事
に
よ
る
）
の
は
有
名
だ
が
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
極
楽
往
生
を
願
望
す
る
多
く
の
人
々
は
、「
臨
終
の
行
儀
」
の
教
示
に
従
っ
て
死
を
迎
え
た
と
い
う
。
大
斎
院
は
、誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
極
楽
往
生
疑
い
な
く
、立
派
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
い
ち
ぢ
や
う
）
ま
い【
ゐ
】
（
た
ま
ひ
）
●
6
『
一
定
極
楽
へ
参
ら
せ
給
ぬ
ら
ん
』
「
一
定
」
は
、『
字
類
抄
』（
二
巻
本
）
に
よ
み
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
韻
鏡
新
釈
』（
福
永
静
哉
・
あ
そ
か
書
林
・
一
九
五
五
年
）
に
は
、
「
外
転
第
三
十
五
開
、
舌
音
、
定
母
径
韻
、
濁
、
四
等
（
/ie/
）」
と
あ
る
。「
一
定
」
と
は
、
確
か
に
、
き
っ
と
。
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。『
古
語
大
鑑
』（
築
島
裕
編
・
東
京
大
学
出
版
会
・
（
一
二
）
純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―323―
二
〇
一
一
年
以
下
、『
大
鑑
』
と
す
る
）
の
補
説
に
よ
る
と
、「
副
詞
的
用
法
は
、
十
一
世
紀
の
古
記
録
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
二
世
紀
以
後
、
説
話
や
軍
記
な
ど
に
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
副
詞
用
法
の
意
味
領
域
は
、
当
初
推
量
・
命
令
・
意
志
な
ど
の
文
中
で
用
い
る
広
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
推
量
表
現
と
共
に
用
い
て
判
断
の
確
度
を
表
す
も
の
に
限
定
さ
れ
て
行
っ
た
。
尚
、「
一
定
」
の
副
詞
的
用
法
は
、
多
く
会
話
文
や
書
状
や
消
息
な
ど
に
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
口
語
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
。」
と
あ
る
。
本
用
例
も
、
入
道
中
将
を
主
語
と
す
る
心
中
言
の
引
用
文
に
あ
る
。
本
用
例
は
、「
一
定
」
と
い
う
副
詞
が
、「
参
ら
せ
給
ぬ
ら
む
」
に
か
か
り
、
現
在
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
事
実
を
確
信
的
に
推
量
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
例
と
し
て
、
「
一
定
う
た
れ
な
ん
ず
と
」（『
平
家
物
語
』
九
小
宰
相
身
投
）、「
一
定
僻
事
出
で
き
な
ん
と
思
ひ
」（『
曽
我
物
語
』
五
）、「
一
定
御
所
は
こ
こ
へ
出
で
さ
せ
お
は
し
ま
し
な
む
」（『
と
は
ず
が
た
り
』
二
）
等
が
あ
る
。
『
字
類
抄
』（
二
巻
本
）（「
伊
畳
字
」
の
項
）
『
字
類
抄
』（
三
巻
本
）（
巻
上
12
ウ
）
（
た
ま
ひ
）
●
7
入
道
の
中
将
よ
ろ
こ
び
給
し
」
「
入
道
の
中
将
」
は
、
大
斎
院
の
甥
に
あ
た
る
源
成
信
を
さ
す
（
今
野
達
「
今
昔
物
語
集
雑
考
㈠
」
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
国
文
学
論
考
』
創
刊
号
・
一
九
六
五
年
三
月
）。
源
経
頼
著
『
左
経
記
』（
笹
川
種
郎
編
・
史
料
通
覧
・
日
本
史
籍
保
存
会
・
一
九
一
五
年
）、
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年
六
月
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
十
五
日
丁
卯
天
晴
、
午
後
参
御
堂
、
例
講
例
時
供
養
法
了
、
入
夜
参
先
斎
院
、
御
悩
危
急
云
々
、
没
後
事
令
注
置
給
之
由
有
仰
、
入
道
中
将
被
候
、
可
然
之
事
一
向
中
将
被
申
契
云
々
、
（
以
下
、
略
）
廿
二
日
甲
戌
天
晴
、
去
夕
終
宵
降
雨
、
（
中
略
）
先
斎
院
申
剋
卒
去
給
云
々
、
廿
四
日
丙
子
天
晴
、
早
旦
参
先
斎
院
、
謁
入
道
中
将
、
昨
日
依
重
日
不
参
之
由
、
等
カ
幷
他
雑
事
小
聞
了
、
帰
家
、
廿
五
日
丁
丑
天
晴
、
及
晩
景
参
先
斎
院
、
戌
剋
出
自
北
門
、
（
中
略
）
亥
剋
許
到
蓮
台
廟
、
（
中
略
）
先
去
葬
所
一
許
町
備
葬
礼
、
（
中
略
）
次
入
道
中
将
以
下
祇
候
、
迎
七
人
秉
燭
、
分
立
鳥
居
左
右
、
（
中
略
）
御
骨
光
清
朝
臣
持
之
、
入
道
中
将
相
共
持
向
、
三
井
寺
、
可
奉
置
可
立
御
堂
之
処
云
々
、
葬
所
作
法
、
外
垣
引
調
布
、
鳥
居
懸
手
作
、
内
垣
鳥
居
引
懸
生
絹
、
又
火
屋
上
覆
同
絹
、
事
了
件
材
木
絹
布
等
施
給
蓮
台
廟
聖
云
々
、
廿
八
日
庚
辰
天
晴
、
以
康
朝
臣
来
云
、
室
町
殿
先
斎
院
御
在
所
加
賀
前
司
限
四
千
石
可
給
留
之
由
、
申
定
了
、
即
其
直
散
用
中
大
僧
正
、
大
略
所
定
如
此
、
令
申
事
由
可
改
定
者
、
薨
後
善
事
方
、
千
三
百
余
石
、
御
卌
九
日
間
僧
供
女
房
等
雑
用
三
百
余
石
、
三
井
寺
御
堂
作
料
千
石
、
給
料
千
石
、
残
二
百
九
十
余
石
者
、
相
示
大
底
不
悪
、
因
之
可
被
分
充
者
、
六
月
十
五
日
、
成
信
（
入
道
中
将
）
は
、
危
篤
の
床
に
あ
る
大
斎
院
か
ら
後
事
を
託
さ
れ
た
。
二
十
二
日
、
大
斎
院
卒
去
。
二
十
四
日
、
経
頼
は
成
信
に
会
い
、
亡
き
後
の
雑
事
に
つ
い
て
聞
く
。
二
十
五
日
、
葬
儀
に
あ
た
っ
て
、
遺
骨
を
持
っ
た
光
清
朝
臣
と
共
に
、
三
井
寺
の
霊
廟
に
奉
安
す
る
。
二
十
八
日
、
葬
儀
の
散
用
（
支
出
）
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
大
僧
正
（
永
円：
成
信
と
同
一
人
物
と
す
る
説
が
あ
る
。『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
・
二
〇
〇
一
年
参
照
）
の
名
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、『
左
経
記
』
の
作
者
源
経
頼
は
源
成
信
の
い
と
こ
で
あ
る
。（
次
頁
、
系
図
参
照
）
→
補
説
5
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三
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



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?
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?
??
????
??
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????
???
???
??
か
た
（
た
ま
ひ
）
●
7
語
り
給
し
。
「
語
り
給
し
」
は
、
127
行
に
も
及
ぶ
、
長
大
な
「
大
齋
院
事
」（
第
一
）
の
末
尾
の
語
句
で
あ
る
。
本
来
の
説
話
構
文
で
あ
れ
ば
、
冒
頭
の
「
今
は
昔
」
と
呼
応
し
て
、
い
わ
ゆ
る
説
話
の
語
り
口
を
形
成
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
説
話
本
文
の
途
中
に
「
人
申
伝
へ
た
り
」（
五
オ
8
）
と
あ
り
、
変
則
的
に
、
こ
の
部
分
と
呼
応
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
9
参
照
）
説
話
構
文
に
つ
い
て
は
、
春
日
和
男
の
卓
論
『
存
在
詞
に
関
す
る
研
究
』（
風
間
書
房
・
一
九
六
八
年
第
三
編
第
二
章
五
「
今
昔
」
考
―
説
話
の
時
制
と
文
体
―
・
六
「
今
昔
考
」
補
説
―
「
昔
」
と
「
今
は
昔
」
―
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
今
昔
物
語
集
』
に
顕
著
な
「
今
昔
」
と
語
り
出
し
、
説
話
の
末
尾
を
原
則
、「
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
結
ぶ
語
り
口
を
指
し
て
説
話
構
文
と
す
る
。
こ
の
冒
頭
語
と
末
尾
と
に
挟
ま
れ
た
説
話
本
体
は
、
お
お
む
ね
「
ケ
リ
体
」
で
語
ら
れ
、
伝
達
の
主
体
的
場
面
の
時
間
と
説
話
本
体
の
素
材
的
時
間
と
の
二
重
構
造
を
な
し
て
い
る
と
、
と
ら
え
ら
れ
る
。
本
集
全
七
十
話
に
、
こ
の
と
ら
え
方
を
適
用
し
て
分
析
し
た
結
果
は
、
先
に
「『
古
本
説
話
集
』
研
究
上
の
諸
問
題
（
四
）
―
「
大
和
物
語
」
と
の
類
似
性
―
」（『
人
間
文
化
研
究
第
十
四
号
』
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
・
二
〇
一
六
年
）
と
し
て
発
表
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
第
一
話
は
、
本
集
全
七
十
話
の
中
で
、
唯
一
、
説
話
構
文
の
語
り
口
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
冒
頭
「
今
は
昔
」
は
、「
全
注
釈
其
の
一
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
中
の
一
節
「
人
申
伝
へ
た
り
」
と
呼
応
す
る
特
別
な
形
で
は
あ
る
が
、
説
話
全
体
の
末
尾
の
「
語
り
給
し
」
と
も
呼
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
話
の
構
成
は
、
本
稿
補
説
1
（
Ｐ
15
）
に
示
し
た
と
お
り
、
①
〜
⑤
の
五
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
ち
、
①
は
導
入
部
で
大
斎
院
の
人
物
の
紹
介
、
⑤
は
結
末
部
で
大
斎
院
の
最
期
と
い
う
、
起
・
結
を
持
ち
、
そ
れ
に
挟
ま
れ
た
②
③
④
の
三
つ
の
部
分
は
、
大
斎
院
の
現
世
に
お
け
る
風
流
・
優
雅
な
生
活
を
語
る
三
つ
の
逸
話
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
①
の
人
物
紹
介
の
中
で
、
斎
院
と
い
う
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阿
弥
陀
仏
・
法
華
経
も
信
仰
し
た
こ
と
を
述
べ
る
部
分
の
末
尾
を
「
人
申
伝
へ
た
り
」
と
結
び
、
さ
ら
に
長
大
な
説
話
全
体
の
末
尾
、
大
斎
院
の
仏
教
信
仰
が
生
半
可
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
見
事
な
最
期
を
親
し
く
見
聞
し
た
人
物
の
語
り
と
し
て
「『
〜
入
道
の
中
将
よ
ろ
こ
び
給
し
』
と
、
語
り
給
し
」（
十
一
オ
7
）
と
結
ぶ
。
こ
の
末
尾
は
、
入
道
の
中
将
、
す
な
わ
ち
大
斎
院
の
甥
で
あ
る
三
井
寺
の
僧
成
信
が
、
記
録
類
（『
左
経
記
』
等
）
に
よ
れ
ば
、
晩
年
の
大
斎
院
を
親
し
く
世
話
し
、
後
事
を
託
さ
れ
て
葬
送
に
も
立
ち
会
っ
た
と
い
う
事
を
踏
ま
え
、
成
信
の
見
聞
を
周
辺
の
人
物
が
語
っ
た
と
い
う
形
で
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
成
信
の
思
い
や
言
葉
を
伝
え
得
る
人
物
は
、
当
然
な
が
ら
大
斎
院
及
び
成
信
周
辺
の
高
貴
な
人
々
で
あ
り
、
そ
の
事
実
が
説
話
末
尾
の
語
句
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る
「
語
り
給
し
」
と
い
う
敬
語
使
用
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
本
話
に
関
し
て
は
（
特
に
そ
の
大
斎
院
の
最
期
に
関
し
て
は
）、
伝
聞
を
重
ね
て
「
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
」
も
の
で
は
な
く
、「
語
り
給
し
」
な
の
で
あ
る
。「
失
せ
さ
せ
給
に
け
る
」（
十
一
オ
1
）
と
記
し
た
後
の
一
文
は
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
を
多
用
し
て
い
る
。
こ
の
説
話
全
体
の
末
尾
も
、
本
稿
補
説
3
（
Ｐ
20
）
に
述
べ
た
と
お
り
、
複
雑
な
多
く
の
事
柄
を
一
文
で
述
べ
た
文
・
末
尾
の
詠
嘆
の
連
体
形
終
止
で
あ
る
。
本
話
は
、「
今
は
昔
―
説
話
本
体
―
語
り
給
し
」
と
い
う
説
話
構
文
（
春
日
和
男
の
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
型
）
を
や
や
変
形
な
が
ら
保
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
（
一
四
）
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小
林
賢
章
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究
平
安
人
の
時
間
』
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
三
年
、
小
林
賢
章
『「
暁
」
の
謎
を
解
く
平
安
人
の
時
間
表
現
』
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
一
三
年
参
照
）
補
説
1
九
丁
ウ
2
時
間
の
推
移
に
つ
い
て
本
話
「
大
齋
院
事
」
は
、
次
の
五
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
①
最
初
〜
五
丁
ウ
1
「
な
を
あ
さ
ま
し
く
」（
其
の
一：
11
行
）
②
五
丁
ウ
1
「
さ
て
」
〜
六
丁
オ
7
「
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
」（
其
の
一：
17
行
）
③
六
丁
オ
7
「
後
一
条
院
」
〜
七
丁
オ
3
「
し
る
し
な
る
ら
ん
」（
其
の
二：
17
行
）
④
七
丁
オ
4
「
め
で
た
く
」
〜
十
丁
ウ
7
「
く
ち
を
し
が
り
け
り
」（
其
の
二
・
三：
74
行
）
⑤
十
丁
ウ
7
「
さ
て
」
〜
最
後
（
其
の
三：
11
行
）
※
括
弧
内
の
其
の
一
・
其
の
二
は
二
〇
一
七
年
・
二
〇
一
八
年
に
発
表
し
た
「
全
注
釈
」
を
指
す
。
な
お
、
そ
の
下
の
数
字
は
総
行
数
で
あ
る
。
①
大
斎
院
の
来
歴
を
述
べ
、
仏
教
を
信
心
す
る
逸
話
を
紹
介
す
る
。
②
御
禊
の
前
駆
を
し
た
幼
い
宇
治
殿
（
藤
原
頼
通
）
に
、
大
斎
院
が
そ
の
場
で
臨
機
応
変
に
禄
を
授
け
た
対
応
を
、
藤
原
道
長
が
褒
め
る
。
③
賀
茂
祭
の
日
、大
斎
院
は
、道
長
の
抱
い
て
い
る
後
一
条
院
・
後
朱
雀
院
を
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
を
、
扇
の
褄
を
差
し
出
す
こ
と
で
示
す
。
大
斎
院
の
心
遣
い
に
道
長
は
感
心
申
し
上
げ
る
。
④
大
斎
院
は
老
年
に
な
り
、
斎
院
御
所
を
訪
れ
る
人
も
な
く
な
っ
た
。
雲
林
院
の
不
断
念
仏
最
終
日
、
殿
上
人
四
、
五
人
が
斎
院
御
所
を
訪
れ
た
。
箏
の
音
が
す
る
な
ど
趣
深
い
御
様
子
で
あ
り
、
優
雅
で
風
流
な
一
夜
を
過
ご
し
た
。
⑤
大
斎
院
は
斎
院
を
退
下
し
た
。
三
井
寺
で
尼
に
な
っ
た
あ
と
、
一
途
に
お
勤
め
を
な
さ
り
、
立
派
な
最
期
を
迎
え
た
。
④
部
分
の
時
間
の
推
移
を
、
月
の
様
子
を
参
考
に
考
え
て
み
た
い
。
九
月
十
日
ほ
ど
の
雲
林
院
の
不
断
念
仏
の
果
て
の
夜
、
殿
上
人
四
、
五
人
が
斎
院
御
所
を
訪
れ
た
。
以
下
、
本
話
の
記
述
に
従
っ
て
整
理
す
る
。
・
七
丁
ウ
5
「
月
の
え
も
い
は
ず
明
か
き
」
時
、
殿
上
人
が
雲
林
院
に
出
か
け
る
。
・
七
丁
ウ
7
「
丑
の
刻
ば
か
り
に
」
に
、
雲
林
院
か
ら
出
た
。
・
八
丁
オ
1
「
夜
の
ふ
け
に
た
」
る
時
、
斎
院
御
所
の
東
門
に
入
る
。
・
八
丁
オ
6
「
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
」、
御
前
の
前
栽
の
露
は
き
ら
め
き
わ
た
っ
て
い
た
。
・
八
丁
ウ
7
「（
大
斎
院
が
）
月
御
覽
ず
」
か
と
、
殿
上
人
は
思
う
。
・
九
丁
ウ
3
「
月
の
明
か
ゝ
り
け
れ
ば
」、
女
房
は
「
居
明
か
さ
む
」
と
思
っ
て
い
た
。
・
十
丁
オ
3
「
今
宵
の
月
の
明
か
け
れ
ば
」、
大
斎
院
は
昔
を
思
い
出
し
な
さ
っ
て
い
た
。
・
十
丁
ウ
4
「（
箏
・
琵
琶
な
ど
を
弾
い
て
）
夜
、
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
」、
殿
上
人
は
内
裏
へ
帰
っ
た
。
時
刻
が
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、「
丑
の
刻
」（
現
在
の
午
前
一
時
か
ら
三
時
）
の
み
で
あ
る
。
夜
ふ
け
に
斎
院
御
所
に
入
っ
た
殿
上
人
は
、「
明
け
方
」
に
帰
る
。
日
付
変
更
時
刻
は
、
現
在
は
午
前
零
時
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
は
午
前
三
時
で
あ
る
。
こ
の
時
間
を
過
ぎ
る
と
、「
明
け
方
」
に
な
る
。（
次
表
参
照
）
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一
五
）
旧
暦
新
暦
月
名
月
の
出
月
の
入
り
9
／
12
10
／
20
15
時
10
分
1
時
26
分
（
当
日
）
9
／
13
10
／
21
十
三
夜
月
15
時
43
分
2
時
22
分
（
当
日
）
9
／
14
10
／
22
小
望
月
16
時
14
分
3
時
19
分
（
翌
日
）
9
／
15
10
／
23
十
五
夜
月
16
時
46
分
4
時
17
分
（
翌
日
）
9
／
16
10
／
24
十
六
夜
月
17
時
18
分
5
時
17
分
（
翌
日
）
9
／
17
10
／
25
立
待
月
17
時
53
分
6
時
18
分
（
翌
日
）
9
／
18
10
／
26
居
待
月
18
時
31
分
7
時
21
分
（
翌
日
）
※
「
月
の
入
り
」
の
（
）
内
は
、
平
安
時
代
の
日
付
変
更
時
刻
を
基
準
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、「
不
断
念
仏
」
は
、『
日
国
』
に
は
、「
あ
る
き
ま
っ
た
日
時
に
、
あ
る
い
は
昼
夜
間
断
な
く
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
。
常
行
三
昧
に
基
づ
き
、
比
叡
山
に
お
こ
っ
た
も
の
。
古
く
は
七
日
と
定
め
、
時
に
九
〇
日
間
に
わ
た
っ
た
例
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
三
日
に
わ
た
る
の
が
恒
例
。」
と
あ
る
。
三
日
か
ら
七
日
間
程
度
と
す
れ
ば
、
本
文
に
「
雲
林
院
不
断
の
念
佛
は
九
月
十
日
の
ほ
ど
な
れ
ば
」（「
全
注
釈
其
の
二
」
七
ウ
4
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
の
雲
林
院
の
「
果
て
の
夜
」
は
九
月
十
二
日
以
降
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
月
の
明
る
さ
や
出
て
い
る
時
間
帯
を
考
え
る
と
、
九
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
の
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
京
都
で
の
二
〇
一
八
年
の
旧
暦
九
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
を
国
立
天
文
台
暦
計
算
室
（https://w
w
w
.nao.
ac.jp/
）
の
デ
ー
タ
で
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
逸
話
の
九
月
と
多
少
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
き
な
違
い
は
な
い
と
考
え
る
。
一.
9
／
12
・
13
・
14
の
月
の
様
子
殿
上
人
が
斎
院
の
東
門
に
入
っ
て
来
た
の
は
、「
丑
の
刻
」
を
過
ぎ
た
頃
で
あ
る
。
月
の
入
り
が
一
時
二
十
六
分
・
二
時
二
十
二
分
・
三
時
十
九
分
で
は
、
箏
・
琵
琶
を
楽
し
ん
で
い
る
頃
に
月
が
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
殿
上
人
が
「
明
け
方
」
に
帰
っ
た
時
は
真
っ
暗
で
あ
る
。
の
ち
な
お
、
旧
暦
九
月
十
三
日
は
、
現
在
も
「
十
三
夜
月
」「
後
の
月
」
と
し
て
愛
で
ら
れ
て
お
り
、
延
喜
九
（
九
〇
九
）
年
に
用
例
が
あ
る
。
清
涼
殿
の
み
な
み
の
つ
ま
に
、
み
か
は
み
づ
な
が
れ
い
で
た
り
、
そ
の
前
栽
に
松
浦
沙
あ
り
、
延
喜
九
年
九
月
十
三
日
に
賀
せ
し
め
た
ま
ふ
、
題
に
月
に
の
り
て
さ
さ
ら
み
づ
を
も
て
あ
そ
ぶ
、
詩
歌
こ
こ
ろ
に
ま
か
す
一
〇
も
も
し
き
の
お
ほ
み
や
な
が
ら
や
そ
し
ま
を
み
る
こ
こ
ち
す
る
あ
き
の
よ
の
つ
き
（「
躬
恒
集
」『
新
編
国
歌
大
観
第
三
集
私
家
集
編
』
OD
版
二
〇
一
二
年
・
角
川
学
芸
出
版
）
二.
9
／
15
・
16
の
月
の
様
子
「
不
断
念
仏
」
が
七
日
で
果
て
た
と
考
え
る
と
、
十
六
夜
月
で
あ
る
。
暦
の
上
で
は
十
六
日
で
あ
っ
て
も
、
月
は
満
月
の
場
合
も
あ
る
。
満
月
の
次
の
日
で
あ
っ
て
も
十
分
に
明
る
い
。
月
の
出
は
、
十
五
日
が
十
六
時
四
十
六
分
、
十
六
日
が
十
七
時
十
八
分
な
の
で
、
雲
林
院
に
出
か
け
た
の
は
「
月
の
え
も
い
は
ず
明
か
き
」
時
で
あ
っ
た
。
月
の
入
り
は
四
時
十
七
分
・
五
時
十
七
分
、
両
日
と
も
午
前
三
時
を
過
ぎ
、「
明
け
方
」
に
な
っ
て
も
ま
だ
月
は
空
に
あ
る
。
殿
上
人
は
明
る
い
月
の
も
と
で
内
裏
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
女
房
が「
居
明
か
さ
む
」
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
三.
9
／
17
・
18
の
月
の
様
子
立
待
月
や
居
待
月
で
も
こ
の
逸
話
の
時
間
的
展
開
は
可
能
で
あ
る
が
、
月
は
次
第
に
欠
け
て
い
き
、「
月
の
え
も
い
は
ず
明
か
き
」
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
く
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
殿
上
人
が
大
斎
院
を
訪
ね
た
の
は
、
九
月
十
五
日
か
十
六
日
だ
と
推
測
さ
れ
る
。「
雲
林
院
不
断
の
念
佛
は
九
月
十
日
の
ほ
ど
な
れ
ば
」
と
あ
り
、
果
て
の
日
が
十
六
日
に
あ
た
る
蓋
然
性
は
高
く
、
こ
の
日
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。
「
丑
の
刻
」
過
ぎ
に
雲
林
院
を
出
た
殿
上
人
た
ち
は
、
大
斎
院
御
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
曲
ず
つ
箏
・
琵
琶
な
ど
を
弾
い
た
後
、
日
付
の
変
わ
っ
た
「
明
け
方
」
に
宮
中
に
帰
っ
て
（
一
六
）
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い
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
あ
う
ち
（
か
へ
り
）
【
ゐ
】
と
こ
ろ
で
、
十
丁
ウ
4
「
夜
、
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
ま
い
り
ぬ
」
の
本
文
で
あ
る
が
、
参
照
テ
キ
ス
ト
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。（
振
り
仮
名
に
付
さ
れ
て
い
る
記
号
類
は
、
参
照
テ
キ
ス
ト
の
ま
ま
。）
『
岩
波
文
』
よ
あ
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
う
ち
へ
帰
ま
い
り
ぬ
。
よ
あ
う
ち
『
全
書
』
夜
明
け
が
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
歸
ま
ゐ
り
ぬ
。
よ
あ
〈
か
た
〉
う
ち
〈
ゐ
〉
『
総
索
引
』
夜
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
歸
（
り
）
ま
い
り
ぬ
。
よ
あ
（
が
た
）
う
ち
い
『
全
註
解
』
夜
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
り
ま
ゐ
り
ぬ
。
よ
あ
（
が
た
）
う
ち
（
か
へ
り
）
（
ゐ
）
『
新
大
系
』
夜
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
ま
い
り
ぬ
。
よ
あ
（
が
た
）
う
ち
い
『
全
訳
註
』
夜
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
り
ま
ゐ
り
ぬ
。
表
記
の
差
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
も
、「
夜
明
け
方
」
を
一
語
と
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、「
夜
、
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
ま
い
り
ぬ
」
と
解
し
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
以
下
、
検
討
を
加
え
る
。『
日
国
』
の
記
述
は
、
次
の
と
お
り
。（
用
例
は
、
作
品
名
の
み
を
す
べ
て
挙
げ
る
）
よ
あ
け‐
が
た
【
夜
明
方
】〔
名
〕
夜
明
け
頃
。
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
こ
ろ
。
あ
け
が
た
。
＊
源
氏
物
語
〔
1001
〜
14
頃
〕
絵
合
、
＊
古
本
説
話
集
〔
1130
頃
か
〕
一
、
＊
文
明
本
節
用
集
〔
室
町
中
〕、
＊
浮
世
草
子
・
世
間
胸
算
用
〔
1692
〕
五
・
三
「
よ
あ
け
が
た
」
の
用
例
の
分
布
状
態
を
調
査
す
る
た
め
、『
万
葉
集
』
か
ら
『
新
古
今
和
歌
集
』
ま
で
十
七
作
品
の
語
句
の
用
例
数
を
調
べ
た
『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
彙
表
』（
宮
島
達
夫
、
鈴
木
泰
、
石
井
久
雄
、
安
部
清
哉
編
・
笠
間
書
院
・
二
〇
一
四
年
以
下
、『
語
彙
表
』
と
す
る
）
を
参
照
す
る
と
、「
夜
明
け
方
」
は
、『
源
氏
』
の
み
に
四
例
あ
る
。「
夜
明
け
方
」
の
『
日
国
』
の
用
例
も
、『
源
氏
』
の
次
は
本
集
の
当
該
用
例
で
あ
る
。
「
夜
明
け
方
」
は
、
夜
明
け
頃
の
意
で
あ
る
か
ら
、『
日
国
』
で
「
夜
明
け
」
の
初
出
を
確
認
し
た
。
よ‐
あ
け
【
夜
明
】〔
名
〕
⑴
夜
が
明
け
る
こ
と
。
東
の
空
が
白
ん
で
、
う
す
明
る
く
な
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
。
あ
か
つ
き
。
あ
け
が
た
。
＊
宇
治
拾
遺
物
語
〔
1221
頃
〕
二
・
三
、
＊
文
明
本
節
用
集
〔
室
町
中
〕、
＊
書
言
字
考
節
用
集
〔
1717
〕
二
、
＊
俳
諧
・
俳
諧
新
選
〔
1773
〕
二
・
夏
、
＊
土
〔
1910
〕〈
長
塚
節
〉
二
二
⑵
新
し
い
時
代
や
希
望
の
も
て
る
状
況
の
始
ま
り
。
＊
兄
の
立
場
〔
1926
〕〈
川
崎
長
太
郎
〉
三
「
夜
明
け
」
⑴
の
意
の
初
出
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
以
下
、『
宇
治
』
と
す
る
）
で
あ
る
。『
語
彙
表
』
で
確
認
す
る
と
、『
宇
治
』
の
み
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
明
け
方
」
に
つ
い
て
、『
日
国
』
の
記
述
を
見
る
。
あ
け‐
が
た
【
明
方
】〔
名
〕
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
こ
ろ
。
夜
明
け
方
。
↑↓
暮
れ
方
。
＊
日
本
書
紀
〔
720
〕
天
智
九
年
四
月
（
北
野
本
訓
）、
宇
津
保
物
語
〔
970
〜
999
頃
〕
吹
上
下
、
＊
夜
の
寝
覚
〔
1045
〜
68
頃
〕
一
、
＊
日
葡
辞
書
〔
1603
〜
04
〕
＊
星
〔
1896
〕〈
国
木
田
独
歩
〉
「
明
け
方
」
の
初
出
は
、『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
。『
語
彙
表
』
に
よ
る
と
、
後
撰
1
・
源
氏
9
・
更
級
1
・
新
古
今
6
・
宇
治
1
・
平
家
3
、
六
作
品
二
十
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
和
歌
・
物
語
・
日
記
・
説
話
・
軍
記
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
考
ま
で
に
、「
明
け
方
」
の
対
義
語
で
あ
る「
暮
れ
方
」の
初
出
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
で
あ
る
。『
語
彙
表
』
に
は
、
蜻
蛉
1
・
源
氏
3
・
更
級
1
・
新
古
今
1
・
宇
治
2
・
平
家
6
、
六
作
品
十
四
例
と
あ
る
。
ほ
ぼ
、「
明
け
方
」
の
用
例
と
重
な
っ
て
い
る
。
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一
七
）






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


















本
集
の
対
象
説
話
で
あ
る
『
今
昔
』（
新
大
系
）
の
該
当
部
分
は
、「
夜
モ
明
ケ
方
ニ
成
レ
バ
、
内
ニ
返
リ
参
ヌ
。」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
考
慮
し
て
、
本
集
の
十
丁
ウ
4
の
本
文
は
、「
夜
、
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
内
裏
へ
帰
ま
い
り
ぬ
。」
と
解
し
た
。
補
説
2
「
あ
は
れ
」
系
の
語
お
よ
び
形
容
語
に
つ
い
て
本
集
に
は
、「
あ
は
れ
」
系
の
語
が
五
十
五
例
あ
る
。「
あ
は
れ
」（
名
詞
）
一
例
、「
あ
は
れ
」（
感
動
詞
）
五
例
、「
あ
は
れ
が
る
」（
動
詞
）
七
例
、「
あ
は
れ
な
り
」（
形
容
動
詞
）
三
十
一
例
、「
あ
は
れ
」（
形
容
動
詞
語
幹
）
九
例
、「
泣
き
あ
は
れ
が
る
」（
動
詞
）
一
例
、「
も
の
あ
は
れ
な
り
」（
形
容
動
詞
）
一
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
話
に
は
次
の
六
例
が
見
ら
れ
る
。
ア
「
つ
く
ろ
ふ
人
も
な
き
に
や
」
と
、
あ
は
れ
に
見
ゆ
。（
八
オ
6
）
月
の
明
る
い
夜
、
雲
林
院
の
不
断
念
仏
の
最
終
日
丑
の
刻
ご
ろ
に
、
殿
上
人
四
、
五
人
が
斎
院
御
所
に
こ
っ
そ
り
入
る
と
、
御
前
の
庭
先
の
植
え
込
み
が
勝
手
気
ま
ま
に
高
く
茂
っ
て
い
る
。「
手
入
れ
を
す
る
人
も
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
し
ん
み
り
思
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
イ
か
く
思
ひ
か
け
ぬ
人
の
ま
い
り
た
れ
ば
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
思
ひ
た
る
。（
九
ウ
5
）
月
が
明
る
か
っ
た
の
で
、
女
房
が
「
寝
な
い
で
夜
を
明
か
そ
う
」
と
思
っ
て
座
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
殿
上
人
が
思
い
が
け
な
く
参
上
し
、
た
い
そ
う
趣
深
く
思
っ
た
場
面
で
あ
る
。
ウ
御
前
に
も
、
昔
お
ぼ
し
め
し
出
で
ゝ
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
け
む
か
し
。（
九
ウ
7
）
大
斎
院
も
賑
や
か
だ
っ
た
昔
を
思
い
出
し
な
さ
っ
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
思
い
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
よ
と
編
著
者
が
推
測
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
エ
む
か
し
お
ぼ
し
出
で
ら
れ
て
、
も
の
あ
は
れ
に
よ
ろ
づ
な
が
め
さ
せ
給
て
、（
一
〇
オ
4
）
月
が
明
る
い
の
で
、
大
斎
院
が
賑
や
か
だ
っ
た
昔
の
こ
と
を
自
然
と
思
い
出
し
な
さ
っ
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
気
持
ち
で
い
ろ
い
ろ
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
オ
か
く
人
〳
〵
ま
い
り
た
れ
ば
、
昔
お
ぼ
え
て
な
む
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
。
（
一
〇
オ
10
）
殿
上
人
が
参
上
し
た
の
で
、
大
斎
院
は
賑
や
か
だ
っ
た
昔
が
思
い
出
さ
れ
て
し
み
じ
み
と
し
た
お
気
持
ち
に
な
ら
れ
て
い
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
カ
殿
上
に
て
、
あ
は
れ
に
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
か
り
つ
る
よ
し
を
語
れ
ば
、（
一
〇
ウ
5
）
宮
中
に
帰
っ
た
殿
上
人
は
、
斎
院
御
所
で
の
し
み
じ
み
と
優
雅
で
風
流
だ
っ
た
経
験
を
語
る
と
、
参
上
し
な
い
人
は
大
変
残
念
が
っ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
主
語
は
ア
・
カ
が
殿
上
人
、
イ
が
女
房
、
ウ
・
エ
・
オ
が
大
斎
院
で
あ
る
。
「
あ
は
れ
」
の
対
象
は
、
ア
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い
現
在
の
斎
院
御
所
、
イ
・
オ
昔
の
斎
院
御
所
を
彷
彿
さ
せ
る
殿
上
人
の
訪
問
、
ウ
・
エ
賑
や
か
だ
っ
た
昔
の
斎
院
御
所
、（
カ
）
昔
を
彷
彿
さ
せ
る
現
在
の
斎
院
御
所
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
ウ
は
総
叙
部
分
、
エ
・
オ
は
細
叙
部
分
に
当
た
る
。
大
斎
院
が
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
「
あ
は
れ
」
と
感
じ
て
い
る
様
子
が
繰
り
返
し
述
べ
て
あ
る
。
ア
〜
ウ
の
用
例
は
、
こ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
、
殿
上
人
・
女
房
・
大
斎
院
を
主
語
と
し
て
「
見
ゆ
」「
思
ふ
」「
お
ぼ
す
」
な
ど
、
思
惟
を
表
す
動
詞
を
「
あ
は
れ
に
」
が
修
飾
し
て
い
る
。
こ
の
場
を
共
有
し
た
人
々
の
感
懐
が
、
ひ
と
し
く「
あ
は
れ
な
り
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
カ
は
、
こ
の
場
面
の
総
括
と
し
て
、
殿
上
人
が
清
涼
殿
で
語
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
面
は
「
あ
は
れ
な
り
」
と
い
う
語
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
あ
は
れ
」
以
外
の
、
第
一
話
で
の
大
斎
院
自
身
お
よ
び
そ
の
周
辺
事
物
に
対
す
る
形
容
語
を
、
ま
と
め
た
の
が
次
表
で
あ
る
。（
ゴ
シ
ッ
ク
体
※
は
、
共
通
の
形
容
語
）
用例数
23
13
10
5
2
2
2
1
1
2
2
2
1
1
1
1
語
めでたし※
優なり
をかし※
心にくし※
あさまし※
らうらうし
めでたし※
をかし※
心にくし※
あさまし※
はづかし
やさし
おもしろし
大
斎
院
自
身
に
対
し
て
大
斎
院
周
辺
事
物
に
対
し
て
（
一
八
）
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大
斎
院
自
身
に
対
す
る
形
容
語
は
六
種
類
十
三
例
・
大
斎
院
周
辺
事
物
に
対
す
る
形
容
語
は
七
種
類
十
例
、
計
二
十
三
例
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
形
容
語
と
そ
の
用
例
数
は
、「
め
で
た
し
」
七
例
・「
を
か
し
」
四
例
・「
心
に
く
し
」
四
例
・「
あ
さ
ま
し
」
二
例
、
四
語
一
七
例
で
あ
る
。
こ
の
四
語
で
、
形
容
語
の
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
二
十
三
例
の
形
容
語
を
、
第
一
話
に
お
け
る
五
つ
の
部
分
（
本
稿
Ｐ
15
）
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
大
斎
院
自
身
に
対
す
る
形
容
語
大
斎
院
周
辺
事
物
に
対
す
る
形
容
語
①
あ
さ
ま
し
（
五
ウ
1
）
ナ
シ
②
優
な
り
（
五
ウ
4
）・
ら
う
〳
〵
し
（
五
ウ
4
）・
を
か
し
（
六
オ
3
）
め
で
た
し
（
五
ウ
3
）
③
め
で
た
し
（
六
ウ
4
）
ナ
シ
④
め
で
た
し
（
七
オ
4
）・
心
に
く
し
（
七
オ
4
）・
を
か
し
（
七
オ
4
）
は
づ
か
し
（
七
オ
7
）・
心
に
く
し
2
（
七
オ
7
・
七
ウ
3
）・
あ
さ
ま
し
（
八
ウ
10
）・
を
か
し
2
（
九
オ
3
・
九
ウ
9
）・
め
で
た
し
（
九
オ
3
）
や
さ
し
（
一
〇
ウ
5
）・
お
も
し
ろ
し
（
一
〇
ウ
5
）
⑤
め
で
た
し
3
（
一
〇
ウ
10
・
一
一
オ
2
・
5
）・
心
に
く
し
（
一
一
オ
2
）・
優
な
り
（
一
一
オ
2
）
ナ
シ
こ
れ
ら
の
形
容
語
を
二
語
・
三
語
と
重
ね
て
、
同
一
の
も
の
を
修
飾
し
て
い
る
箇
所
が
六
例
あ
る
。
二
語
を
重
ね
て
い
る
例
を
、
次
に
挙
げ
る
。
（
1
）
御
心
様
、
御
有
様
、
大
方
優
に
ら
う
〳
〵
し
く
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
。
（
五
ウ
4
・
対
象：
大
斎
院
）
（
2
）「
斎
院
ば
か
り
の
と
こ
ろ
は
な
し
」と
、世
に
は
づ
か
し
く
心
に
く
き
事
に
申
し
つ
ゝ
、
ま
い
り
あ
ひ
た
り
け
る
に
、
（
七
オ
7
・
対
象：
斎
院
御
所
）
（
3
）「
か
く
お
か
し
く
、
め
で
た
き
御
有
様
を
、『
人
聞
ゝ
け
り
』
と
思
し
召
さ
れ
ん
料
に
、
知
ら
れ
ば
や
」
な
ど
言
へ
ば
、
（
九
オ
3
・
対
象：
大
斎
院
）
三
語
を
重
ね
て
い
る
例
を
次
に
挙
げ
る
。
（
4
）
め
で
た
く
、
心
に
く
ゝ
、
を
か
し
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
上
達
部
・
殿
上
人
、
絶
え
ず
ま
い
り
た
ま
へ
ば
、
（
七
オ
4
・
対
象：
大
斎
院
）
（
5
）
殿
上
に
て
、
あ
は
れ
に
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
か
り
つ
る
よ
し
を
語
れ
ば
、
（
一
〇
ウ
5
・
対
象：
斎
院
御
所
）
（
6
）「『
こ
の
世
は
、
め
で
た
く
心
に
く
ゝ
、
優
に
て
過
ぎ
さ
せ
給
へ
る
に
、
後
の
世
い
か
ゝ
』
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
し
に
、
（
一
一
オ
1
・
対
象：
大
斎
院
）
よ
い
評
価
の
語
を
重
ね
て
、
大
斎
院
の
美
質
を
き
め
細
か
く
述
べ
て
い
る
。
特
に
、「
め
で
た
し
」「
心
に
く
し
」「
を
か
し
」
に
注
目
す
る
と
、
説
話
の
展
開
の
中
で
編
著
者
が
ど
の
よ
う
に
修
飾
語
を
用
い
て
、
大
斎
院
を
描
写
し
て
い
る
が
鮮
明
に
な
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
話
を
最
初
か
ら
末
尾
ま
で
五
つ
の
部
分
か
ら
な
る
と
考
え
る
と
、
重
複
用
例
の（
1
）
は
①
、（
2
）（
3
）（
4
）（
5
）
は
④
、（
6
）
は
⑤
の
部
分
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、「
心
に
く
し
」「
め
で
た
し
」「
を
か
し
」
の
用
い
方
は
、
大
斎
院
の
人
柄
を
段
階
的
に
述
べ
る
の
に
、
次
の
ご
と
く
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
五
つ
の
部
分
で
見
ら
れ
る
特
徴
を
ま
と
め
る
。
①
大
斎
院
の
来
歴
紹
介
部
分
に
は
、「
め
で
た
し
」「
心
に
く
し
」「
を
か
し
」
い
ず
れ
も
見
出
せ
ず
、「
あ
さ
ま
し
」
を
用
い
る
。
②
御
禊
部
分
に
は
、
出
だ
し
車
な
ど
に
「
め
で
た
し
」
が
一
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
斎
院
の
心
様
・
有
様
を
述
べ
る
語
と
し
て
、「
を
か
し
」
を
用
い
る
が
、「
優
な
り
」「
ら
う
〳
〵
し
」
と
周
辺
事
物
に
対
す
る
形
容
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
語
が
、
こ
の
場
面
だ
け
に
表
れ
る
。
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（
一
九
）
③
賀
茂
祭
見
物
部
分
に
は
、「
め
で
た
し
」
が
一
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
④
雲
林
院
の
不
断
念
仏
最
終
日
の
部
分
は
、
往
時
の
斎
院
御
所
の
盛
況
を
ま
ず
述
べ
る
が
、
そ
こ
に
「
め
で
た
し
」「
心
に
く
し
」「
を
か
し
」
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
部
分
に
「
心
に
く
し
」
が
他
に
二
例
、
計
三
例
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
世
の
斎
院
御
所
の
風
情
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
「
め
で
た
し
」
が
二
例
用
い
ら
れ
る
。
⑤
大
斎
院
最
期
の
部
分
に
は
ま
ず「
め
で
た
し
」が
用
い
ら
れ
、
④
の
冒
頭
と
同
様
に「
め
で
た
し
」「
心
に
く
し
」「
優
な
り
」
と
形
容
語
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
る
。
臨
終
の
場
面
で
も
「
め
で
た
し
」
が
用
い
ら
れ
る
。「
め
で
た
し
」
は
、
⑤
部
分
で
は
三
例
と
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
形
容
語
の
種
類
と
重
な
り
方
で
、
被
修
飾
語
に
対
す
る
広
が
り
が
見
え
、
第
一
話
に
対
す
る
編
著
者
の
表
現
意
図
が
窺
え
る
。
ち
な
み
に
、
ほ
ぼ
同
文
的
な
類
話
『
今
昔
』
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
点
が
一
層
明
確
に
な
る
。
本
補
説
で
扱
っ
た
形
容
語
は
、
大
半
が
『
今
昔
』
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
本
集
に
は
さ
ら
に
重
要
な
部
分
で
の
追
加
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
④
部
分
の
冒
頭
で
「
心
に
く
し
」
二
例
・「
は
づ
か
し
」
一
例
、
④
の
末
尾
に
「
や
さ
し
」
一
例
、
最
後
の
⑤
部
分
に
「
心
に
く
し
」
一
例
・「
優
な
り
」
一
例
・「
め
で
た
し
」
一
例
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。「
優
な
り
」
は
、
②
部
分
に
も
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
め
で
た
ま
た
、
④
部
分
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
近
く
に
、『
今
昔
』「
微
妙
シ
」・
本
集「
あ
さ
ま
し
」
と
違
う
形
容
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、『
今
昔
』
が
客
観
的
な
描
写
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
本
集
で
は
登
場
人
物
の
心
情
に
沿
っ
た
表
現
に
す
る
と
い
う
文
脈
の
差
に
よ
る
。
一
体
に
、
本
集
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
の
心
情
に
即
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
て
、
臨
場
感
が
高
め
ら
れ
、
よ
り
一
層
、
大
斎
院
の
人
柄
を
讃
美
す
る
筆
の
運
び
に
な
っ
て
い
る
。
補
説
3
九
丁
ウ
5
「
あ
は
れ
に
思
ひ
た
る
。」（
連
体
形
終
止
）に
つ
い
て
語
釈
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
と
お
り
、「
思
ひ
た
る
」
の
下
に
「
に
」
を
認
め
ず
、
連
体
形
終
止
と
と
る
。
連
体
形
終
止
に
つ
い
て
は
、
・『
日
本
文
法
学
概
論
』（
山
田
孝
雄
・
宝
文
館
・
一
九
三
六
年
）
・「
連
体
形
終
止
法
の
表
現
効
果
―
今
昔
物
語
集
・
源
氏
物
語
を
中
心
に
―
」
（
小
池
清
治
「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
9
⑸
・
一
九
六
七
年
）
・「
仮
名
文
に
お
け
る
話
線
の
断
続
と
終
止
形
・
連
体
形
の
機
能
」
（
伊
坂
淳
一
『
小
松
英
雄
博
士
退
官
記
念
日
本
語
論
集
』
三
省
堂
・
一
九
九
三
年
所
収
）
・『
係
り
結
び
の
研
究
』（
大
野
晋
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
三
年
）
・『
日
本
語
活
用
体
系
の
変
遷
増
訂
版
』（
坪
井
美
樹
・
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
一
年
）
・『
活
用
と
活
用
形
の
通
時
的
研
究
』（
山
内
洋
一
郎
・
清
文
堂
出
版
・
二
〇
〇
三
年
）
等
、
多
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
世
期
の
言
語
変
遷
の
中
で
、
連
体
形
は
次
第
に
用
法
が
拡
大
し
、
終
止
形
の
代
替
機
能
を
持
ち
始
め
た
。
そ
し
て
、
遂
に
終
止
形
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
近
代
語
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
は
、
大
方
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
集
の
連
体
形
終
止
に
つ
い
て
整
理
し
、
本
用
例
を
連
体
形
終
止
と
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
い
。
手
順
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
1.
本
集
の
全
七
十
話
を
対
象
に
、
文
末
が
連
体
形
に
な
っ
て
い
る
用
例
を
抽
出
す
る
。
2.
文
末
の
判
断
は
、『
総
索
引
』
を
中
心
に
、
他
の
注
釈
書
類
も
参
考
に
し
た
。
3.
係
り
結
び
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
歌
に
直
接
す
る
も
の
、
引
用
の
「
と
・
と
ぞ
・
な
ど
」
に
直
接
す
る
も
の
は
除
外
し
た
。
4.
一
般
に
、
連
体
形
終
止
が
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
（
疑
問
の
副
詞
に
続
く
も
の
な
ど
）
は
除
外
し
た
。
（
二
〇
）
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以
上
の
調
査
の
結
果
を
、
次
の
表
に
ま
と
め
た
。
用例数
25
19
1
4
1
3
13
1
1
1
1
1
1
1
1
1
文末
たる
ける
る
し
なる
ぬる
たる
つる
なる
ほしき
らるる
地
の
文
歌
会
話
文
心
こ
の
中
で
、
和
歌
・
会
話
文
・
心
内
文
は
、
文
章
表
現
上
、
他
の
要
素
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
別
途
の
考
察
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
、
当
該
本
文
と
同
種
の
地
の
文
十
九
例
を
調
査
対
象
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
十
九
例
は
、
す
べ
て
文
末
が
助
動
詞
で
あ
り
、
用
言
の
連
体
形
の
例
は
な
い
（
ち
な
み
に
、
和
歌
・
会
話
文
・
心
内
文
の
六
例
も
す
べ
て
文
末
が
助
動
詞
で
あ
る
が
、
本
補
説
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
）。
助
動
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
お
い
て
、
文
章
全
体
の
締
め
く
く
り
と
し
て
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
、
文
末
に
添
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
助
動
詞
の
特
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
補
説
で
は
当
該
本
文
、
す
な
わ
ち「
た
る
」
の
連
体
形
終
止
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
文
末
「
た
る
」
の
三
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
当
該
用
例
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
す
。
【
用
例
1
】
女
房
は
夜
よ
り
物
語
し
て
、
／
月
の
明
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
／
「
居
明
か
さ
む
」
と
思
ひ
て
居
た
る
に
、
／
か
く
思
ひ
か
け
ぬ
人
の
ま
い
り
た
れ
ば
、
／
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
思
ひ
た
る
。
（
九
ウ
5
）
一
文
が
長
く
、
一
文
の
中
に
事
柄
が
五
件
（
／
で
区
切
っ
て
い
る
部
分
）
入
っ
て
い
る
。
構
成
要
素
の
多
い
長
い
一
文
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
結
論
部
分
を
詠
嘆
を
込
め
て
述
べ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
残
り
の
二
例
を
検
討
す
る
。
【
用
例
2
】「
こ
の
木
の
も
と
に
烏
あ
り
。
あ
し
こ
に
雀
あ
り
。
食
は
れ
じ
」
と
撰
り
て
、
／
ひ
と
は
な
れ
た
る
山
中
の
、
／
木
の
下
に
、
／
鳥
、
け
だ
物
も
な
く
、
／
食
ふ
つ
べ
き
物
も
な
き
に
／
食
ひ
い
た
る
。
（
八
五
ウ
6
）
留
志
長
者
が
、
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
で
飲
食
を
し
た
い
と
、
場
所
を
探
し
あ
ぐ
ね
た
末
に
や
っ
と
人
気
も
な
く
動
物
も
い
な
い
場
所
を
見
つ
け
て
座
り
、
食
べ
始
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
ど
う
に
か
場
所
を
見
つ
け
、
思
う
存
分
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
留
志
長
者
の
安
堵
感
が
連
体
形
終
止
に
表
れ
て
い
る
。
次
の
用
例
は
、
話
末
の
人
物
の
解
説
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
類
話
『
世
継
物
語
』（
続
群
書
類
従
）
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。『
世
継
物
語
』
で
は
、
該
当
部
分
を
「
申
た
る
侍
従
は
」
と
続
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、【
用
例
1
】【
用
例
2
】
に
準
ず
る
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
用
例
3
】
御
堂
の
な
か
ひ
め
君
、
三
條
院
の
御
と
き
の
后
皇
太
后
宮
と
申
た
る
が
女
房
也
。
／
山
と
の
宣
旨
と
も
申
け
り
。
／
よ
に
い
み
じ
き
色
好
み
は
本
院
の
侍
従
、
御
荒
の
宣
旨
と
申
た
る
。
／
侍
従
は
、
は
る
か
の
む
か
し
の
平
仲
が
世
の
人
、
こ
の
御
あ
れ
の
宣
旨
は
、
中
ご
ろ
の
人
、
さ
れ
ば
、
昔
今
の
人
を
一
手
に
具
し
て
、
申
た
る
也
。
（
二
二
オ
1
）
御
荒
の
宣
旨
と
呼
ば
れ
る
女
房
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
混
乱
し
た
文
脈
の
中
で
、
女
房
の
仕
え
た
主
、
別
名
、
そ
の
人
物
の
印
象
、
生
き
た
時
代
な
ど
様
々
な
事
項
を
説
明
す
る
た
め
の
何
文
か
が
続
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
、『
世
継
物
語
』
の
本
文
の
よ
う
に
、
体
言
「
侍
従
」
に
続
く
連
体
修
飾
格
と
読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
同
一
の
女
房
名
の
混
乱
の
中
で
生
じ
て
い
る
、
連
体
形
終
止
で
あ
る
。
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（
二
一
）
以
上
、
文
末
「
た
る
」
の
三
例
を
検
討
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
一
文
の
中
に
、
長
い
時
間
の
行
動
や
内
容
を
入
れ
、
最
後
に
詠
嘆
や
強
調
を
込
め
て
、
連
体
形
で
終
わ
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
本
補
説
の
検
討
は
、
こ
こ
で
と
ど
め
る
が
、
本
用
例
を
連
体
終
止
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、
他
の
助
動
詞
の
連
体
形
で
終
わ
る
文
、
ま
た
、
和
歌
・
会
話
文
・
心
内
文
の
用
例
も
、
逐
一
検
討
し
報
告
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、「
け
る
」
の
事
例
の
一
例
を
示
す
に
と
ど
め
、
残
り
は
割
愛
す
る
。
【
用
例
4
】
い
ま
は
む
か
し
、
／
ゐ
中
人
の
徳
あ
り
け
る
が
ひ
と
り
む
す
め
、
／
い
み
じ
く
愛
し
く
し
け
る
ち
ゝ
は
ゝ
、
亡
く
な
り
て
、
／
た
よ
り
な
く
、
ず
ち
な
く
な
り
て
、
多
か
り
し
使
ひ
人
も
、
み
な
行
き
散
り
て
、
／
心
ぼ
そ
く
わ
び
し
く
て
過
ぐ
る
ほ
ど
に
、
／
廾
に
も
あ
ま
り
て
、
／
や
う
〳
〵
盛
り
過
ぎ
、
／
懸
想
す
る
人
も
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
／「
か
ゝ
る
あ
や
し
の
物
は
、
た
ゞ
う
ち
見
て
捨
て
ん
を
ば
、
い
か
ゞ
せ
ん
」
な
ど
思
ひ
て
過
ぐ
る
ま
ゝ
に
、
／
を
や
の
作
り
ま
い
ら
せ
た
る
観
音
の
を
は
し
ま
す
御
前
に
ま
い
り
て
、
／
「
た
す
け
さ
せ
給
へ
」
と
申
つ
ゝ
、
そ
れ
ば
か
り
を
頼
む
こ
と
に
は
し
け
る
。
（
七
九
オ
10
）
非
常
に
長
い
文
で
あ
る
。
一
人
娘
の
父
母
が
亡
く
な
っ
て
、
ま
わ
り
の
人
も
頼
れ
な
い
状
況
下
、
最
後
に
観
音
だ
け
を
頼
み
に
し
て
い
る
と
い
う
娘
の
気
持
ち
が
「
け
る
」
と
い
う
連
体
形
終
止
に
強
く
表
れ
て
い
る
。
「
け
る
」
で
終
わ
る
十
三
例
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
事
例
で
あ
り
、
他
の
助
動
詞
も
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
補
説
4
十
丁
ウ
1
「
き
こ
し
め
す
」
の
解
釈
に
つ
い
て
「
き
こ
し
め
す
」
を
『
日
国
』
で
引
く
と
、
以
下
の
意
味
が
記
さ
れ
る
。
き
こ
し
め
す
【
聞
召
】〔
他
サ
四
〕
（「
き
く
（
聞
）」
の
尊
敬
語
「
き
こ
す
」
に
「
見
る
」
の
尊
敬
語
か
ら
転
じ
た
「
め
す
」
が
付
い
て
一
語
と
な
っ
た
も
の
）
〔
一
〕
⑴
「
聞
く
」
の
尊
敬
語
。
お
聞
き
あ
そ
ば
す
。
お
聞
き
に
な
る
。
＊
初
出
『
古
事
記
』
⑵
（
⑴
か
ら
転
じ
て
）「
思
う
」「
考
え
る
」
の
尊
敬
語
。
お
思
い
に
な
る
。
お
考
え
あ
そ
ば
す
。
＊
初
出
『
源
氏
』
真
木
柱
⑶
「
聞
い
て
承
知
す
る
」
意
の
尊
敬
語
。
お
聞
き
入
れ
に
な
る
。
ま
た
、
お
受
け
入
れ
に
な
る
。
受
納
な
さ
る
。
＊
初
出
『
延
喜
式
』
⑷
（
天
皇
が
臣
下
か
ら
政
事
を
お
聞
き
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
）「
治
め
る
」「
支
配
す
る
」
の
尊
敬
語
。
お
治
め
に
な
る
。
＊
初
出
『
古
事
記
』
⑸
「
飲
食
す
る
」
の
尊
敬
語
。
召
し
あ
が
る
。
＊
初
出
『
古
事
記
』
―
以
下
、
略―
本
話
の
こ
の
場
面
は
、
大
斎
院
が
文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
賑
や
か
だ
っ
た
往
時
を
し
み
じ
み
と
思
い
出
し
て
女
房
た
ち
と
語
り
、
照
り
輝
く
月
の
光
の
も
と
で
、
女
房
た
ち
も
今
夜
は
寝
な
い
で
夜
を
明
か
そ
う
と
思
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
大
斎
院
は
、
御
箏
を
手
な
ぐ
さ
み
に
弾
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。「
き
こ
し
め
す
」
を
「
お
聞
き
に
な
る
」
と
解
釈
す
る
と
、
女
房
が
大
斎
院
に
「
殿
上
人
は
音
楽
の
素
養
が
あ
る
」
と
申
し
あ
げ
た
こ
と
に
な
る
。
大
斎
院
の
御
前
に
い
る
女
房
た
ち
は
、
語
り
疲
れ
う
た
た
寝
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
き
な
り
殿
上
人
の
音
楽
の
素
養
云
々
と
申
し
あ
げ
る
の
は
、
や
や
違
和
感
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
大
斎
院
自
身
が
来
訪
し
た
殿
上
人
は
素
養
が
あ
る
と
思
い
、
女
房
た
ち
に
御
箏
・
琵
琶
を
準
備
さ
せ
る
と
解
釈
し
た
方
が
し
っ
く
り
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
二
二
）
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と
は
い
え
、「
お
思
い
に
な
る
」
と
い
う
解
釈
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
辞
書
類
は
、『
日
国
』『
基
礎
語
』『
大
鑑
』
の
三
冊
の
み
で
あ
る
。
『
基
礎
語
』
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
。「
お
思
い
に
な
る
」
の
用
例
と
し
て
『
源
氏
』『
栄
花
』
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
②
「
聞
く
」
の
尊
敬
語
。
㋐
お
聞
き
に
な
る
。
耳
に
お
入
れ
に
な
る
。
㋑
聞
き
知
っ
て
お
感
じ
に
な
る
。
お
思
い
に
な
る
。
お
考
え
に
な
る
。
＊
〈
源
氏
・
桐
壺
〉
＊
〈
栄
花
一
二
〉
『
大
鑑
』
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
。
用
例
を
『
古
事
記
』
以
下
『
平
家
物
語
』
ま
で
八
例
挙
げ
て
い
る
が
、
す
べ
て
、「
お
聞
き
に
な
る
」
の
用
例
で
あ
る
。
①
（「
聞
く
」、
又
は
「
思
う
」
の
尊
敬
語
）
お
聞
き
に
な
る
。
お
思
い
に
な
る
。
お
考
え
に
な
る
。
『
日
国
』『
基
礎
語
』『
大
鑑
』に
挙
げ
て
い
る
用
例
以
外
に
も
、
当
然
、「
お
思
い
に
な
る
」
意
を
あ
ら
わ
す
用
例
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
補
説
で
は
、『
源
氏
』（
本
文
は
新
大
系
）
と
『
栄
花
』（
本
文
は
大
系
）
の
「
き
こ
し
め
す
」
に
限
定
し
て
、
調
査
し
た
。
両
作
品
と
も
に
、「
お
聞
き
に
な
る
」「
お
思
い
に
な
る
」「
お
食
べ
に
な
る
」
意
を
示
す
三
つ
の
用
法
で
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
用
例
数
が
少
な
い
の
で
、
比
率
を
出
す
こ
と
に
大
き
な
意
味
は
見
出
だ
せ
な
い
が
、
比
較
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
用
例
数
に
占
め
る
割
合
を
％
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
用
例
を
地
の
文
・
会
話
文
・
心
内
文
・
消
息
文
に
分
け
て
表
示
し
た
。
和
歌
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
結
果
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
源
氏
』
は
、
全
一
三
五
例
中
、「
お
聞
き
に
な
る
」
意
・
一
一
三
例
、「
お
食
べ
に
な
る
」
意
・
十
五
例
。「
お
思
い
に
な
る
」
意
は
七
例
、
全
体
の
5．2
％
に
あ
た
る
。『
栄
花
』
は
、
全
一
七
二
例
中
、「
お
聞
き
に
な
る
」
意
・
一
一
五
例
、「
お
食
べ
に
な
る
」
意
・
五
十
二
例
。
「
お
思
い
に
な
る
」
意
は
五
例
、
全
体
の
2．9
％
に
あ
た
る
。『
源
氏
』『
栄
花
』
の
「
お
思
い
に
な
る
」
と
解
釈
可
能
な
用
例
十
二
例
を
、
以
下
に
挙
げ
る
。『
源
氏
』
は
【
用
例
1
】
か
ら
【
用
例
7
】、『
栄
花
』
は
【
用
例
8
】
か
ら
【
用
例
12
】
で
あ
る
。
【
用
例
1
】
弘
徽
殿
に
は
久
し
く
う
へ
の
御
つ
ぼ
ね
に
も
ま
う
の
ぼ
り
た
ま
は
ず
、
月
の
お
も
し
ろ
き
に
、
よ
ふ
く
る
ま
で
あ
そ
び
を
ぞ
し
給
ふ
な
る
、
い
と
す
さ
ま
じ
う
物
し
と
き
こ
し
め
す
。
（『
源
氏
一
』
桐
壺
巻
・
Ｐ
17
Ｌ
7
・
地
の
文
・
主
体：
桐
壺
帝
※
『
基
礎
語
』
の
用
例
）
【
用
例
2
】「
世
中
に
あ
り
と
き
こ
し
め
さ
れ
む
も
い
と
は
づ
か
し
け
れ
ば
、
や
が
て
う
せ
侍
な
ん
も
、
又
こ
の
世
な
ら
ぬ
つ
み
と
な
り
侍
ぬ
べ
き
事
」
な
ど
き
こ
え
給
も
、
む
く
つ
け
き
ま
で
お
ぼ
し
い
れ
り
。
（『
源
氏
一
』
賢
木
巻
・
Ｐ
363
Ｌ
3
・
光
源
氏
か
ら
藤
壺
へ
の
会
話
文
）
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【
用
例
3
】
人
し
れ
ず
も
の
し
と
や
お
ぼ
す
ら
む
、
―
中
略
―
う
け
ば
り
た
る
お
や
ざ
ま
に
は
き
こ
し
め
さ
れ
じ
と
、
院
を
つ
ゝ
み
き
こ
え
給
て
、
御
と
ぶ
ら
ひ
ば
か
り
と
み
せ
給
へ
り
。
（『
源
氏
二
』
絵
合
巻
・
Ｐ
170
Ｌ
13
・
光
源
氏
の
心
内
文
）
【
用
例
4
】
か
く
て
、
御
ぶ
く
な
ど
ぬ
ぎ
給
て
、「
月
た
ゝ
ば
、
猶
ま
い
り
給
は
む
こ
と
い
み
あ
る
べ
し
。
十
月
ば
か
り
に
」
と
お
ぼ
し
の
給
を
、
う
ち
に
も
心
も
と
な
く
き
こ
し
め
し
、
（『
源
氏
三
』
藤
袴
巻
・
Ｐ
98
Ｌ
5
・
地
の
文
・
主
体：
朱
雀
帝
）
【
用
例
5
】
こ
の
ま
い
り
給
は
む
と
あ
り
し
こ
と
も
た
え
き
れ
て
、
さ
ま
た
げ
き
こ
え
つ
る
を
、
う
ち
に
も
な
め
く
心
あ
る
さ
ま
に
き
こ
し
め
し
、
人
〳
〵
も
お
ぼ
す
と
こ
ろ
あ
ら
む
、
（『
源
氏
三
』
真
木
柱
巻
・
Ｐ
132
Ｌ
15
・
髭
黒
大
将
の
心
内
文
※
『
日
国
』
の
用
例
）
【
用
例
6
】
院
の
御
こ
と
、
こ
の
た
び
こ
そ
と
ぢ
め
な
れ
と
、
み
か
ど
、
春
宮
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
心
ぐ
る
し
く
き
こ
し
め
し
つ
ゝ
、
蔵
人
所
、
お
さ
め
ど
の
ゝ
か
ら
物
ど
も
お
ほ
く
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
。
（『
源
氏
三
』
若
菜
上
巻
・
Ｐ
225
Ｌ
3
・
地
の
文
・
主
体：
帝
と
春
宮
）
【
用
例
7
】
こ
と
さ
ら
に
人
に
け
し
き
も
ら
さ
じ
と
お
ぼ
し
け
れ
ば
、
よ
べ
の
さ
か
し
が
り
し
お
い
人
の
し
わ
ざ
な
り
け
り
と
、
も
の
し
く
な
む
き
こ
し
め
し
け
る
。
（『
源
氏
四
』
総
角
巻
・
Ｐ
417
Ｌ
15
・
地
の
文
・
主
体：
匂
宮
）
【
用
例
8
】
た
ゞ
い
ま
は
か
ぎ
り
な
く
か
し
づ
き
ゝ
こ
え
さ
せ
給
も
事
は
り
な
り
。
大
納
言
殿
に
は
、
う
ら
や
ま
し
く
き
こ
し
め
す
べ
し
。
（『
栄
花
上
』
巻
第
十
二
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
・
Ｐ
362
Ｌ
9
・
地
の
文
・
主
体：
頼
通
※
『
基
礎
語
』
の
用
例
）
【
用
例
9
】
と
の
ば
ら
い
み
じ
う
宮
の
御
か
た
を
心
に
く
き
も
の
に
か
む
じ
給
。
経
は
経
蔵
に
お
さ
め
さ
せ
給
つ
。
女
ば
う
み
や
に
ま
い
り
て
、
け
ふ
の
こ
と
ゞ
も
け
い
す
れ
ば
、
か
ひ
あ
り
て
き
こ
し
め
す
。
（『
栄
花
下
』
巻
第
十
六
も
と
の
し
づ
く
・
Ｐ
46
Ｌ
16
・
地
の
文
・
主
体：
妍
子
）
【
用
例
10
】
か
く
て
阿
弥
陀
堂
に
は
、
け
ふ
う
ら
ん
ぼ
ん
か
う
せ
さ
せ
給
へ
ば
、
い
み
じ
く
た
う
と
く
あ
は
れ
に
き
こ
し
め
す
。
御
堂
に
み
な
ま
い
ら
せ
給
つ
ゝ
、
ほ
と
け
を
も
御
堂
を
も
み
た
て
ま
つ
ら
せ
給
に
、
い
み
じ
く
た
う
と
く
め
で
た
く
お
ぼ
し
め
さ
る
。
（『
栄
花
下
』
巻
第
十
七
お
む
が
く
・
Ｐ
78
Ｌ
1
・
地
の
文
・
主
体：
三
后
）
【
用
例
11
】
皇
太
后
宮
の
一
品
の
宮
の
春
宮
に
ま
い
ら
せ
給
べ
し
と
い
ふ
事
世
に
い
で
き
て
、
さ
る
べ
き
縁
に
つ
き
て
、
人
〳
〵
「
ま
い
ら
ん
」
な
ど
申
さ
す
れ
ば
、
ほ
か
は
し
ら
ず
、
宮
の
う
ち
に
は
た
ゞ
い
ま
さ
る
事
な
け
れ
ば
、「
も
の
く
る
ほ
し
い
か
な
る
事
に
か
」
と
き
こ
し
め
し
な
が
ら
、
（『
栄
花
下
』
巻
第
二
十
八
わ
か
み
づ
・
Ｐ
282
Ｌ
10
・
地
の
文
・
主
体：
妍
子
）
【
用
例
12
】
そ
の
御
せ
う
そ
く
に
は
、「
―
中
略
―
た
ゞ
こ
の
御
事
に
よ
り
、
い
ま
ゝ
で
い
き
て
侍
な
り
。
か
の
日
ま
で
侍
ら
ん
の
心
に
て
な
ん
。
あ
が
き
み
〳
〵
い
そ
が
せ
た
ま
へ
」
と
あ
る
御
せ
う
そ
く
し
き
り
な
る
を
、
宮
の
御
ま
へ
ゆ
ゝ
し
く
あ
は
れ
な
る
事
に
き
こ
し
め
せ
ど
、
（『
栄
花
下
』
巻
第
二
十
八
わ
か
み
づ
・
Ｐ
284
Ｌ
6
・
地
の
文
・
主
体：
妍
子
）
【
用
例
1
】
は
、
桐
壺
更
衣
死
去
の
知
ら
せ
が
届
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弘
徽
殿
で
は
管
弦
の
遊
び
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
伝
聞
推
定
の
「
な
り
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
弘
徽
殿
女
御
の
催
す
管
弦
の
音
が
、
桐
壺
帝
の
耳
に
届
き
「
い
と
す
さ
ま
じ
う
物
し
」
と
お
思
い
に
な
る
。『
基
礎
語
』
の
用
例
で
あ
る
。
【
用
例
2
】
は
、
光
源
氏
か
ら
藤
壺
へ
の
言
葉
で
あ
る
。
亡
き
人
の
よ
う
な
藤
壺
の
様
子
に
、
藤
壺
の
心
中
を
慮
る
も
の
の
、
嫌
わ
れ
た
自
分
が
ま
だ
「
世
中
に
あ
り
」
と
不
愉
快
に
思
わ
れ
る
の
も
恥
ず
か
し
い
と
語
る
。
【
用
例
3
】
は
、
前
斎
宮
（
秋
好
中
宮
）
が
冷
泉
帝
に
入
内
す
る
に
あ
た
っ
て
、
前
斎
宮
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
朱
雀
院
を
、
光
源
氏
が
慮
る
場
面
で
あ
る
。
光
源
氏
は
、
自
身
が
「
う
け
ば
り
た
る
お
や
ざ
ま
（
前
斎
宮
の
表
立
っ
た
親
代
わ
り
）」
と
い
う
ふ
う
に
は
、
朱
雀
院
か
ら
お
思
い
い
た
だ
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
る
。
【
用
例
4
】
は
、
光
源
氏
の
養
女
と
し
て
六
条
院
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
玉
鬘
が
、
尚
侍
（
二
四
）
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と
し
て
参
内
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
場
面
で
あ
る
。
冷
泉
帝
は
、
玉
鬘
の
出
仕
を
「
心
も
と
な
く
」
お
思
い
に
な
っ
て
い
る
。
【
用
例
5
】
は
、
髭
黒
大
将
が
、
容
易
に
打
ち
解
け
な
い
玉
鬘
を
尚
侍
と
し
て
出
仕
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
場
面
で
あ
る
。
髭
黒
大
将
は
、
自
分
と
結
婚
し
た
こ
と
で
玉
鬘
の
入
内
を
妨
げ
た
こ
と
を
、
冷
泉
帝
は
「
な
め
く
心
あ
る
さ
ま
」
に
お
思
い
に
な
り
、
光
源
氏
や
内
大
臣
も
不
満
に
お
思
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。『
日
国
』
の
用
例
で
あ
る
。
【
用
例
6
】
は
、
出
家
を
決
意
し
た
朱
雀
院
が
、
女
三
宮
の
裳
着
を
執
り
行
う
場
面
で
あ
る
。
朱
雀
帝
の
催
す
御
行
事
は
、
こ
の
た
び
が
最
後
に
な
る
と
、
冷
泉
帝
や
春
宮
を
は
じ
め
と
し
て
、
み
な
「
心
ぐ
る
し
く
」
お
思
い
に
な
る
。
【
用
例
7
】
は
、
匂
宮
か
ら
中
君
に
後
朝
の
文
が
届
く
場
面
で
あ
る
。
匂
宮
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
と
の
思
惑
で
あ
っ
た
の
に
、
中
君
方
は
作
法
ど
お
り
に
使
者
に
禄
を
下
賜
し
た
こ
と
に
、「
も
の
し
」
と
お
思
い
に
な
る
。
【
用
例
8
】
は
、
藤
原
教
通
に
女
児
が
生
ま
れ
た
場
面
で
あ
る
。
ま
だ
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
兄
の
大
納
言
（
頼
通
）
は
、「
う
ら
や
ま
し
く
」
お
思
い
に
な
る
。『
基
礎
語
』
の
用
例
で
あ
る
。
【
用
例
9
】
は
、
皇
太
后
宮
妍
子
御
所
の
女
房
た
ち
が
書
写
し
た
、
法
華
経
供
養
が
阿
弥
陀
堂
に
お
い
て
善
美
を
尽
く
し
て
行
わ
れ
た
場
面
で
あ
る
。
女
房
た
ち
が
、
今
日
の
盛
儀
の
ほ
ど
を
啓
上
す
る
と
、
宮
（
妍
子
）
は
「
か
ひ
あ
り
て
」
と
お
思
い
に
な
る
。
【
用
例
10
】
は
、
盂
蘭
盆
講
が
行
わ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
堂
を
、
三
后
（
彰
子
・
妍
子
・
威
子
）
が
御
覧
に
な
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
後
に
、
同
じ
形
容
を
使
っ
て
そ
の
後
に
「
思
し
め
さ
る
」
と
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
三
后
は
、「
い
み
じ
く
た
う
と
く
あ
は
れ
に
」
お
思
い
な
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
同
語
の
反
復
を
避
け
る
た
め
に
、
同
意
の
「
き
こ
し
め
す
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
【
用
例
11
】
皇
太
后
宮
妍
子
の
一
品
宮
（
禎
子
内
親
王
）
が
春
宮
に
入
内
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
縁
故
を
求
め
た
人
々
が
宮
付
き
の
女
房
に
と
申
し
出
が
あ
る
場
面
で
あ
る
。
宮
邸
で
は
、
「
も
の
く
る
ほ
し
い
か
な
る
事
に
か
」
と
お
思
い
に
な
る
。
【
用
例
12
】
は
、
病
に
苦
し
む
道
長
が
宮
の
御
前
（
妍
子
）
に
あ
て
た
消
息
文
で
あ
る
。
道
長
は
、
一
品
の
宮
の
春
宮
参
入
の
支
度
を
急
ぐ
よ
う
に
と
い
う
文
を
頻
繁
に
届
け
る
の
で
、
宮
の
御
前
は
、「
ゆ
ゝ
し
く
あ
は
れ
な
る
事
」
と
お
思
い
に
な
る
。
以
上
の
十
二
例
は
、
も
ち
ろ
ん
「
お
聞
き
に
な
る
」
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、【
用
例
3
】【
用
例
4
】【
用
例
5
】【
用
例
8
】
は
、
い
ず
れ
も
場
面
の
中
で
は
、
直
接
的
な
聴
覚
刺
激
に
よ
っ
て
思
惟
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。「
お
思
い
に
な
る
」「
お
考
え
に
な
る
」
と
考
え
る
の
が
よ
り
適
切
な
用
例
で
あ
る
。
ま
た
、【
用
例
1
】
い
と
す
さ
ま
じ
う
物
し
、【
用
例
2
】
世
中
に
あ
り
、【
用
例
4
】
心
も
と
な
く
、【
用
例
5
】
な
め
く
心
あ
る
さ
ま
、【
用
例
6
】
心
ぐ
る
し
く
、【
用
例
7
】
も
の
し
く
、【
用
例
8
】
う
ら
や
ま
し
く
、【
用
例
9
】
か
ひ
あ
り
、【
用
例
10
】
い
み
じ
く
た
う
と
く
あ
は
れ
に
、【
用
例
11
】
も
の
く
る
ほ
し
い
か
な
る
事
に
か
、【
用
例
12
】
ゆ
ゝ
し
く
あ
は
れ
な
る
事
、
と
思
惟
の
内
容
を
形
容
す
る
語
句
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
用
例
は
「
お
思
い
に
な
る
」
と
解
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
人
は
、
何
か
を
聞
い
た
ら
必
ず
何
か
を
思
う
。『
日
国
』
の
〔
一
〕
⑵
に
「（
⑴
か
ら
転
じ
て
）」
と
あ
り
、『
大
鑑
』
の
【
補
説
】
に
は
「
上
代
末
か
ら
以
後
、
最
高
段
階
の
敬
語
と
し
て
、
和
文
を
中
心
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
語
義
の
範
囲
も
、
語
釈
に
示
し
た
よ
う
に
多
岐
に
及
ん
だ
。」
と
あ
る
。「
き
こ
し
め
す
」
の
、「
お
思
い
に
な
る
」
意
へ
の
広
が
り
は
、
語
義
変
遷
の
当
然
の
帰
結
と
思
わ
れ
る
。
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（
二
五
）
年
月
日
左
経
記
本
集
一
〇
三
一（
長
元
四
）
九
月
二
十
二
日
亥
剋
以
大
僧
正
御
車
、
秘
蔵
可
令
渡
室
町
給
云
々
、
さ
て
、
そ
の
年
の
冬
、
を
り
さ
せ
給
て
、
室
町
な
る
所
に
お
は
し
ま
し
て
、
三
井
寺
に
て
尼
に
な
ら
せ
給
に
け
る
後
は
、
ひ
と
へ
に
御
を
こ
な
ひ
を
せ
さ
せ
給
つ
ゝ
、
九
月
二
十
三
日
（
経
頼
）
参
室
町
院
、
九
月
二
十
八
日
今
夜
斎
院
御
出
家
、
大
僧
正
奉
授
戒
云
々
、
十
月
十
一
日
参
賀
茂
、（
中
略
）
件
幣
被
謝
申
斎
院
被
退
出
之
由
云
々
、
閏
十
月
二
日
入
夜
参
前
斎
院
、
覚
超
僧
都
参
入
、
奉
授
十
戒
、
及
深
夜
退
出
、
終
は
り
い
み
じ
く
め
で
た
く
尊
く
て
な
む
、
失
せ
さ
せ
給
に
け
る
。
一
〇
三
五（
長
元
八
）
六
月
二
十
二
日
先
斎
院
申
剋
卒
去
給
云
々
、
六
月
二
十
五
日
御
骨
光
清
朝
臣
持
之
、
入
道
中
将
相
共
持
向
、
三
井
寺
、
可
奉
置
可
立
御
堂
之
処
云
々
、
六
月
二
十
八
日
室
町
殿
先
斎
院
御
在
所
左
経
記
斎
院
↓
室
町
↓
出
家
↓
卒
去
↓
三
井
寺
本
集
斎
院
↓
室
町
↓
三
井
寺
↓
出
家
↓
卒
去
補
説
5
十
丁
ウ
8
三
井
寺
出
家
の
こ
と
「
大
斎
院
」の
退
下
・
出
家
・
卒
去
に
つ
い
て
は
、
説
話
と
史
実
の
違
い
を
、
諸
氏
が
種
々
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
（『
全
書
』『
全
註
解
』『
新
大
系
』『
全
訳
注
』
な
ど
）。
そ
の
違
い
を
確
認
す
る
た
め
、
斎
院
退
下
か
ら
卒
去
ま
で
の
大
斎
院
の
動
向
を
簡
単
に
比
較
し
て
次
の
表
に
ま
と
め
た
。
史
実
は
『
左
経
記
』『
日
本
紀
略
』
等
、
説
話
は
本
集
・『
今
昔
』
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
史
実
は
源
経
頼
著
『
左
経
記
』
を
上
段
に
、
説
話
は
本
集
を
下
段
に
示
し
た
。
な
お
、
史
実
の
『
左
経
記
』
と
『
日
本
紀
略
』
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
説
話
も
本
集
と
『
今
昔
』
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
本
集
の
本
文
は
、
省
略
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
示
す
。
こ
の
表
に
よ
り
、
大
斎
院
（
選
子
）
の
動
向
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
史
実
で
は
、
選
子
は
老
病
に
よ
り
、
秘
密
裡
に
室
町
に
退
下
し
、
六
日
め
に
出
家
、
そ
の
後
、
病
悩
の
な
か
で
勤
行
に
励
ん
だ
と
想
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
し
か
け
五
年
間
居
所
に
し
た
室
町
で
亡
く
な
る
。
三
井
寺
に
葬
ら
れ
る
が
、
生
前
、
三
井
寺
に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
説
話
で
は
、
室
町
↓
三
井
寺
↓
出
家
と
な
る
が
、
出
家
の
時
期
を
史
実
と
同
じ
頃
と
考
え
る
と
、
室
町
は
ほ
ん
の
数
日
間
の
通
過
点
で
、
即
、
三
井
寺
で
の
出
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
出
家
の
時
期
は
、『
左
経
記
』
で
は
九
月
二
十
八
日
で
晩
秋
で
あ
る
。
本
集
で
は
、
「
そ
の
年
の
冬
」（
一
〇
ウ
7
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
左
経
記
』
長
元
四
（
一
〇
三
一
）
年
十
月
十
一
日
条
の
「
参
賀
茂
、（
中
略
）
件
幣
被
謝
申
斎
院
被
退
出
之
由
云
々
」、『
日
本
紀
略
』
長
元
四
（
一
〇
三
一
）
年
十
月
十
一
日
条
の
「
奉
幣
賀
茂
社
。
被
申
斎
院
退
出
之
由
」
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
大
斎
院
の
三
井
寺
出
家
の
事
は
、
正
史
に
徴
し
得
ず
、
左
経
記
以
下
の
記
事
と
も
相
違
す
る
が
、
一
概
に
事
実
無
根
の
誤
謬
と
も
決
し
が
た
い
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
村
上
源
氏
流
と
三
井
寺
の
関
係
」
が
深
い
こ
と
、「
大
斎
院
の
薨
後
、
納
骨
堂
が
三
井
寺
に
作
ら
れ
、
そ
の
回
向
供
養
を
甥
の
三
井
寺
の
永
円
大
僧
正
が
管
理
し
た
（
左
経
記
）
こ
と
」
な
ど
を
挙
げ
、「
大
斎
院
の
三
井
寺
出
家
説
」
は
「
た
と
え
誤
伝
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
れ
あ
る
誤
伝
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。（
今
野
達
『
新
注
今
昔
物
語
集
選
』
Ｐ
192
・
補
注
二
六
・
大
修
館
書
店
・
一
九
六
九
年
）
本
集
の「
尼
に
な
ら
せ
給
に
け
る
後
は
、
ひ
と
へ
に
御
を
こ
な
ひ
を
せ
さ
せ
給
つ
ゝ
、」（
一
〇
ウ
9
）
と
い
う
記
述
は
、
選
子
出
家
後
の
仏
道
修
行
の
長
さ
を
想
わ
せ
る
。
出
家
は
し
た
も
の
の
卒
去
ま
で
室
町
で
過
ご
す
場
合
と
、
退
下
後
、
す
ぐ
に
出
家
し
た
三
井
寺
で
過
ご
す
場
合
と
を
比
べ
た
時
、
選
子
に
と
っ
て
は
、
後
者
が
理
想
の
姿
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
本
集
に
語
ら
れ
る
選
子
の
終
焉
の
さ
ま
は
、
本
集
の
編
著
者
が
史
実
の
基
本（
斎
院
・
（
二
六
）
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「
失
す
」（「
死
ぬ
」意
）の
対
象
者
「
死
ぬ
」
の
対
象
者
上巻
大
斎
院
2
（
一
）・
和
泉
式
部
1
（
七
）・
小
式
部
1
（
七
）・
季
縄
少
将
1
（
一
一
）・
伯
の
母
の
姉
1
（
二
〇
）・
長
能
1
（
二
六
）・
宇
多
院
1
（
二
七
）・
融
1
（
二
七
）・
兵
部
の
大
輔
1
（
二
八
）・
御
乳
母
の
お
と
こ
1
（
二
八
）・
人
1（
三
七
）・
貫
之
の
子
1（
四
一
）・
少
将
3
（
四
六
）
【
全
十
六
例
】
鹿
1
（
六
）
【
全
一
例
】
下巻
牛
仏
1
（
五
〇
）・
堀
川
太
政
大
臣
1
（
五
二
）・
姫
君
2
（
六
○
）・
源
信
僧
都
1
（
七
○
）
【
全
五
例
】
修
行
者
4
・
鹿
1
（
五
三
）
青
さ
ぶ
ら
ひ
2
・
馬
6
（
五
八
）
子
1
・
親
子
1
・
父
1
（
六
○
）・
鷹
生
1
（
六
四
）・
牛
2
（
七
○
）
【
全
十
九
例
】
計
21
20
室
町
・
出
家
・
三
井
寺
な
ど
）
を
踏
ま
え
た
上
で
、
選
子
が
真
に
望
ん
だ
で
あ
ろ
う
最
期
を
語
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
補
説
6
十
一
丁
オ
1
「
失
す
」
に
つ
い
て
『
日
国
』
に
よ
る
と
、「
失
す
」
の
意
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
存
在
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
る
。
⑴
事
物
や
人
が
そ
の
場
か
ら
見
え
な
く
な
る
。
無
い
状
態
に
な
る
。
ほ
ろ
び
る
。
消
え
る
。
＊
初
出
『
日
本
書
紀
』
⑵
人
が
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
る
。
死
ぬ
。
＊
初
出
『
日
本
書
紀
』
二
―
略
―
語
誌⑴
古
代
に
は
、「
隠
る
」「
な
く
な
る
」
と
と
も
に
「
死
ぬ
」
の
忌
み
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、「
う
す
」
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
最
も
使
用
頻
度
が
高
い
。
ま
た
、「
う
す
」
は
、
尊
敬
語
「
給
ふ
」「
さ
せ
給
ふ
」
を
伴
う
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
、「
死
ぬ
」
が
直
接
的
な
表
現
で
あ
る
た
め
、
目
上
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
う
す
」
が
、
多
く
目
上
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
⑵
―
略
―
本
集
に
お
い
て
、
生
あ
る
も
の
が
他
界
す
る
時
に
用
い
る
語
は
、「
失
す
」「
死
ぬ
」「
亡
く
な
る
」
の
三
語
で
あ
り
、「
死
ぬ
」
を
意
味
す
る
「
隠
る
」
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。「
な
く
な
る
」
に
つ
い
て
は
、
下
巻
五
十
四
話
「
ち
ゝ
は
ゝ
、
亡
く
な
り
て
、」（
七
九
オ
1
）
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
本
集
に
お
け
る
「
失
す
」
の
用
例
は
、
上
巻
は
「
死
ぬ
」
意
十
六
例
・「
姿
（
物
）
が
消
え
る
」
意
三
例
。
下
巻
は
「
死
ぬ
」
意
五
例
・「
姿
（
物
）
が
消
え
る
」
意
八
例
で
あ
る
。
直
接
的
な
「
死
ぬ
」
の
用
例
は
、
二
十
例
を
見
出
す
。「
死
ぬ
」
意
で
「
失
す
」
が
使
わ
れ
た
用
例
と
直
接
的
な
表
現
で
あ
る
「
死
ぬ
」
の
用
例
の
対
象
者
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
算
用
数
字
は
用
例
数
、（
）
内
の
漢
数
字
は
説
話
番
号
で
あ
る
。
②「
失
す
」
の
対
象
者
の
傍
線
は
、
尊
敬
語
「
給
ふ
」「
さ
せ
給
ふ
」
を
伴
う
場
合
で
あ
る
。
「
失
す
」（「
死
ぬ
」意
）の
用
例
は
、
上
巻
十
六
例
・
下
巻
五
例
。「
死
ぬ
」
の
用
例
は
、
一
例
を
除
く
十
九
例
が
す
べ
て
下
巻
に
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
り
、
編
著
者
の
貴
顕
に
対
す
る
意
識
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。
本
集
に
お
け
る
「
死
ぬ
」
意
の
語
は
「
失
す
」
と
「
死
ぬ
」
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
、
傾
向
と
し
て
は
、「
人
間
」
に
つ
い
て
は
「
失
す
」
が
、「
動
物
」
に
つ
い
て
は
「
死
ぬ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
付
記
）
以
上
で
、「
大
齋
院
事
」（
第
一
）本
文
の
注
釈
は
終
了
す
る
が
、
凡
例
で
示
し
た
と
お
り
、「
類
話
」
及
び
当
該
箇
所
に
記
載
で
き
な
か
っ
た
「
参
考
文
献
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
に
付
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
記
号
・
符
号
の
問
題
、
及
び
、
本
注
釈
に
お
け
る
漢
字
の
訓
み
の
根
拠
に
つ
い
て
も
、
次
稿
で
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。
（
二
〇
一
八
年
十
月
一
日
受
理
）
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の三（九丁ウ1～十一丁オ7）
―308―
（
二
七
）
（
二
八
）
純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―307―
